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Ⅰ 二宮町第 2次環境基本計画について 

  

1．計画期間 

 環境基本計画の計画期間は、平成 24 年度～平成 34 年度(令和 4 年度)とし、本計画に
基づく実施計画の期間は次のとおりです。 

なお、令和２年度については、後期実施計画の２年目となります。 

 

計画期間区分 対象期間 

第２次 

環境基本計画 

前期実施計画 平成 24 年度～平成 27 年度 

中期実施計画 平成 28 年度～平成 30 年度 

後期実施計画 令和元年度～令和 4 年度 

 

2．基本理念 

『のこしたい・つたえていきたい・ふるさとを 

～里山・里地・里川・里海と暮らすまち にのみや～』 

 

 環境基本計画では、「自然からの恩恵だけでなく、自然災害など自然の力も含め、人
と自然が共生する環境のまち（ふるさと）をめざし、二宮町が有する豊かな自然環境を
大切に育むことを通じて、まちへの愛着を育む」ことを基本理念としています。 

 この基本理念を実現するため、3 つの骨太の柱となる基本目標を設定し、二宮町の自
然・社会環境を生かしながら、将来に残したい環境の保全や創出に向けて、町民・事業
者・町が一体となって取り組んでいきます。 

  

基本目標(３つの骨太の柱) 

1.生物多様性の保全 

～多様な緑と水による自然の恵みが豊かなまち～ 

2.循環型社会の実現 

～環境にやさしい循環型のまち～ 

3.低炭素社会の形成 

～地球環境の保全に取り組むまち～ 

＊1～3 は、相互に関連しています。 
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Ⅱ 施策体系について 

 二宮町第 2 次環境基本計画後期実施計画（令和元年度～令和４年度）では、環境基本
計画で立てた骨太の柱となる 3 つの目標に、14 の基本施策を設定し、それらを実現す
るため 53 の事業を設定しました。 

基本目標 基本施策 事業数 

1.生物多様性の保全 

多様な緑と水による 

自然の恵みが豊かなまち 

1-1. 吾妻山の保全と魅力の向上 1 

21 

1-2. 丘陵地や谷戸などの保全 6 

1-3. 水と親しめる葛川の再生 6 

1-4. 二宮海岸の保全と魅力の向上 6 

1-5. 良好な自然を象徴する動植物の保全 2 

2.循環型社会の実現 

環境にやさしい循環型のまち 

2-1. リデュースの促進(ごみの発生や排出の抑制) 5 

17 

2-2. リユースやリサイクルの促進 3 

2-3. ごみの適正な処理・処分の推進 5 

2-4. 不法投棄防止の推進 2 

2-5. 地産地消の促進 2 

3.低炭素社会の形成 

地球環境の保全に取り組むまち 

3-1(2). 省資源・省エネルギー活動の促進 

自然エネルギーの活用 

6 

15 3-3. 緑化や雨水利用などによる環境の保全 3 

3-4. 環境保全による安全なまちづくり 3 

3-5. 快適な生活環境の向上 3 

総事業数 53 

 

Ⅲ 評価方法について 

1．評価方法 

 後期実施計画は、基本目標ごとに重点事業を設け、重点事業の進捗管理を行うことで、
基本目標の効果を把握しやすくしました。 

また、各事業の評価方法についても一定の基準で評価できるよう、「達成状況評価」
と「事業内容評価」の合計を 5 段階で評価する方法に変更したことにより、それぞれの
事業において、一貫した評価を行えるようにしました。 

 

《後期実施計画における評価》 

評価指標 

A 【達成状況評価】＋【事業内容評価】＝【達成率    100％】 

B 【達成状況評価】＋【事業内容評価】＝【達成率  75-99％】 

C 【達成状況評価】＋【事業内容評価】＝【達成率  50-74％】 

D 【達成状況評価】＋【事業内容評価】＝【達成率  25-49％】 

E 【達成状況評価】＋【事業内容評価】＝【達成率  0-24％】 
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Ⅳ 基本目標別進捗状況及び評価 

 

1．生物多様性の保全 ～多様な緑と水による自然の恵みが豊かなまち～ 

 

 「生物多様性の保全」については、里山・里地・里川・里海という多様性に富む豊
かな自然を大切に保全し育むとともに、自然と人間が生活の様々な場面で共生するこ
とを目指し、事業の推進に取り組みました。 

 本基本目標の重点事業評価については、次のとおりです。 

 

事業コード 重点事業 評価 

1-2-① 里山再生育成事業 ― ― 

1-3-④ 葛川水質調査の実施 B 92％ 

1-4-④ 湘南にのみや海岸 530 キャンペーンの実施 ― ― 

 

【里山再生育成事業】 

  例年、田植えや、稲刈りの体験、椎茸植菌教室を開催し、里山や里地における自
然環境保全の大切さを広めることや、関連団体との情報交換等により、里山保全の
意識を高め、里山の保全及び育成を図ってきましたが、令和２年度においては、新
型コロナウイルスの感染拡大に伴い、各種体験学習や教室を中止とせざるを得なか
ったことから、本事業における評価の数値指標(事業参加者数)に影響がありまし
た。従って、評価を「非該当(―)」とします。 

しかしながら、代替事業として、町と関連団体のみで体験学習用地の維持管理を
兼ねた田植えや稲刈りを実施し、希望のあった幼稚園に苗や収穫物の配布を行いま
した。 

今後、事業が中止となった場合の代替事業実施について、関連団体と共に検討し
ていきます。 

 

【葛川水質調査の実施】 

家庭や事業所の排水による河川の水質実態を把握するため、定期的に水質測定を
行い、その測定結果を町ホームページに公開することで、町民へ周知しました。 

年 4 回６地点で水質測定を実施したところ、測定地点数に対する測定値の割合(地
点数割合)が環境基準値内である地点は 96％となり、昨年度の 89％と比較して、水
質の改善が見られましたが、一色橋の水質検査では、BOD のみが環境基準値を超過
したため、本事業の評価は｢B｣とします。 

今後も定期的な水質測定を実施しながら、下水道整備等による河川水質の改善効
果にかかわる啓発や、水質悪化の原因などの周知を行っていきます。 
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【湘南にのみや海岸 530（ごみゼロ）キャンペーン】  

  例年、海岸保全の気運を高めるため、町民やボランティア団体、各地区等の協力
を得て、二宮海岸の一斉清掃を行ってきましたが、令和２年度においては、新型コ
ロナウイルスの感染拡大に伴い中止とせざるを得なかったことから、本事業におけ
る評価の数値指標(海岸 530 キャンペーン参加者数)に影響がありました。従って、
評価を「非該当(―)」とします。 

今後は、湘南にのみや海岸 530 キャンペーンのみならず、町民、関係団体等と連
携・協力して実施できる取組みについても検討していきます。 

   

2．循環型社会の実現 ～環境にやさしい循環型のまち～ 

 

 「循環型社会の実現」については、ごみの減量化や資源化等を推進するとともに、町
内で生産・流通・消費の循環を実現していくことを目指し、事業の推進に取り組みまし
た。 

 本基本目標の重点事業評価については、次のとおりです。 

 

事業コード 重点事業 評価 

2-3-① 二宮町一般廃棄物処理基本計画の推進 C 50％ 

 

【二宮町一般廃棄物処理基本計画の推進】 

 循環型社会の実現を図るため、「二宮町一般廃棄物処理基本計画」に基づく各種施
策を推進し、ごみの減量化や資源化等に努めてまいりました。 

「減量化」については、1 人 1 日あたりのごみ総排出量の目標値 810ｇに対して実
績値 840ｇ、「資源化」については、資源化率の目標値 34.4％に対して実績値 35.02％、
「最終処分量の削減」については、埋立量の目標値 78t に対して実績値 94t となり、
令和元年度は全項目目標を達成できずに D 評価となりましたが、令和２年度におい
ては資源化率の目標を達成することができました。 

また、令和２年度は、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い緊急事態宣言が発令さ
れ、町民の在宅時間が増加したことから、ごみの排出量も増加したと推測されますが、
資源化率の改善が見られたことから、本事業の評価は「C」とします。 

今後も引き続き広報媒体を活用するなど、積極的に啓発していきます。 
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3．低炭素社会の形成 ～地球環境の保全に取り組むまち～ 

 

 「低炭素社会の形成」については、地球全体における持続可能な社会を実現するた
めの課題となっている二酸化炭素排出量の削減を目指し、省資源・省エネルギー活動
の促進や環境保全の啓発に取り組みました。 

 本基本目標の重点事業評価点数については、次のとおりです。 

事業コード 重点事業 評価 

3-1(2)-① 地球温暖化防止運動の推進 ― ― 

 

【地球温暖化防止運動の推進】 

  例年、温室効果ガスの排出抑制を推進するため、環境活動団体と協力して様々なイ 

ベントを行ってきましたが、令和２年度は、新型コロナウイルスの感染拡大に伴
い、各種イベントを中止せざるを得なかったことから、本事業における評価の数値
指標(ふるさとまつりで実施しているマイエコ 10 宣言で、10 個以上回答した人の中
で、５個以上実施している人の割合)に影響がありました。従って、評価を「非該当
(―)」とします。 

 しかしながら、代替事業として、環境関連のホームページ刷新をはじめ、さまざま
な広報媒体を活用し、積極的な啓発を実施するとともに、本事業の数値指標でもある、
マイエコ 10 宣言については、ふるさとまつりでの実施はできませんでしたが、代替
として、町立小中学校の児童生徒に対してマイエコ 10 宣言を実施し、その結果を学
校にフィードバックしました。 

 

＊「マイエコ 10 宣言」とは、神奈川県が実施している取り組みで、持続可能な社会を実現す
るため、私たち１人ひとりの取り組みの環(わ)を広げることを目的としており、16 個の環境
にやさしい取組みの中から、取り組めそうなものを 10 個選んで実践していくものです。 

 

《参考》  

 重点事業の評価 

基本目標 重点事業 評価 

1.生物多様性の保全 

 多様な緑と水による自然の恵みが

豊かなまち 

2-1.里山再生育成事業 － － 

3-4.葛川水質調査の実施 B 92％ 

4-4.湘南にのみや海岸 530 キャンペーンの実施 － － 

2.循環型社会の実現 

 環境にやさしい循環型のまち 

3-1.二宮町一般廃棄物処理基本計画の推進 C 50％ 

3.低炭素社会の形成 

 地球環境の保全に取り組むまち 

1(2)-1.地球温暖化防止運動の推進 － － 

事業数 計 5   
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Ⅴ 令和２年度進捗状況等に対する二宮町環境審議会の意見 

（令和３年 11 月１日） 

＜はじめに＞ 

 二宮町環境審議会では、「二宮町第 2 次環境基本計画後期実施計画」の令和２年度に
おける進捗状況について審議し、以下のとおり意見を取りまとめましたので、今後の計
画の推進にあたっては、当審議会意見に配慮され、改善に取り組んでください。 

 

＜令和２年度全体評価＞ 

 新型コロナウイルスの影響で、事業の中止や、オンライン開催を検討する場面も増え
ましたが、引き続き対面での啓発活動も重点に置き、啓発を行うことが望ましいです。 
 また、イベントの参加人数を事業の評価指標にするのではなく、他の指標で評価がで
きるよう、今後の継続課題として検討していく必要があると思います。 

 

＜基本目標別意見＞ 

1．生物多様性の保全について 

①【里山再生事業全般】 

  竹林整備のためにも、チッパーが導入されると良いと思います。 

 

2．循環型社会の実現について 

①【水分もうひとしぼりの運動の推進（2-1-③）】 

  生ごみの処理費総額の明示や、水分比率を下げたことによる効果を提示するなどし
て、町民の意識を高めるとともに、その具体例を明示して、実行の手助けをすること
が望ましいと思います。また、ごみ袋の単価を上げて意識改革をすることなども、考
える必要があると思います。 

②【ごみ減量化推進協議会による減量化の推進（2-1-⑤）】 

 会議の開催方法について、ネットを通じたリモート会議にしてみてはいかがでしょ
うか。 

③【リユースショップの利用促進（2-2-①）】 

同じ主旨の既存ショップの事業のフォローまたは協業の可能性を検討してみては
いかがでしょうか。 

④【リユースやリサイクルの促進（2-2-③）】 

  キエーロは啓発動画などでより一層 PR していくと良いと思います。 

⑤【リユースやリサイクルの促進（2-2-③）】 

  環境学習の際にキエーロの話をするなど、町と学校が連携できると良いと思います。 
 

3．低炭素社会の形成について 

①【地球温暖化防止運動の推進（3-1(2)-①）】 

 神奈川県版を参考に「やってみよう！マイエコ 10 宣言」を二宮町の子どもバージ
ョンとして新たに作成したのはとても良かったと思います。また、すべての小中学校
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で実施し、その結果をわかりやすく集計し、結果をしっかりとフィードバックしたこ
とも素晴らしかったです。大変だとは思いますが、今後も「低炭素社会の形成に向け
て」ぜひとも継続してください。 

②【地球温暖化防止運動の推進（3-1(2)-①）】 

  今後も対面での啓発活動に制限がかかる可能性を考え、数値指標としている「マイ
エコ 10 宣言」の「トライする項目」「実行している項目」を、町のホームページ上で
も回答できるようにした方が良いのではないでしょうか。Facebook 等での呼びかけ
とあわせて、新たな普及啓発の具体的な方法を早急に考える必要があると思います。 

③【ムダな電力消費等の節約啓発（3-1(2)-②）】 

 チラシの配布は決して悪くはないですが、児童生徒を対象とした「資料を配って終
わり」といったやり方では、「ムダな電力消費等の節約啓発」までには到達できない
と思われます。 

④【エコカーの導入（電気自動車等導入検討）事業（3-1(2)-③）】 

エコカーに「二宮町」をしっかりと書き、目立つようにすることが大切だと思いま
す。町内でエコカーを目にすることにより、二宮町が「低炭素社会の形成」に向けて
真剣に取り組んでいることが町民にアピールできると思います。 

⑤【環境負荷の少ない交通の利用促進（3-1-(2)-④）】 

 抜本的な見直しや対策が必要なのではないかと感じます。利用状況を見る限り、運
行による二酸化炭素の削減には結びついていないように思います。茅ヶ崎市のえぼし
号のようにとは言いませんが、温暖化対策も含めるのであれば、もう少しきめ細かな
ダイヤ設定を検討した方がよいのではないでしょうか。 

⑥【駅前駐輪場の運営（利用者の利便性向上）（3-1(2)-⑤）】  

一般的な自転車だけではなく、子ども用座席付き自転車や三輪車の自転車等様々な
自転車も気軽に駐輪できるような駐輪場の実現を目指す必要があると思います。 

⑦【地球温暖化防止に関する教育（3-1(2)-⑥）】 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため出前授業は実施できなかったということ
ですが、学習指導要領に則したものになっているのでしょうか。また、子どもが興味
感心をもって学べる構成になっているのかをしっかりと考える必要があると思いま
す。 

⑧【地球温暖化防止に関する教育（3-1-(2)-⑥）】 

 幼少期からの環境教育はもちろん大事であると思います。それを、子どもから大人
へとどう繋げていくか（子どもたちが学んだことを家庭や地域でどう活かすか）が今
後の課題になってくると思います。学校等、教育現場での児童・生徒対象の環境教育
と地域住民向けの環境講座を切り離すことなく、融合させながら啓発を行うにはどう
したらよいのか、方策等を検討する必要があると考えます。 

⑨【建築物の緑化の推進（3-3-①）】  

グリーンカーテンは本校でも委員会活動として実施しています。町内の各学校の取
り組み、あるいは町内でグリーンカーテンに熱心に取り組んでいる家庭等を町のホー
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ムページや広報で取り上げることにより普及促進につながるのではないでしょうか。 
⑩【花いっぱい運動の推進（3-3-③）】 

  本校でも毎年実施していますが、学校作業員さんと保護者有志で行っています。生
徒たちが地域の方々と共に実施することにより地域とのつながりが図れると思いま
す。さらに、高齢化等により作業の実現が困難な地区や団体への支援も可能になると
思います。 

⑪【地域美化活動の推進（3-5-①）】  

地域美化活動を無理なく持続できる方法として、子どもたちがごみ拾いをしながら
登下校をするのはできるのではないでしょうか。町内のあらゆるところでできれば、
地域が奇麗になること間違いなしだと思います。地域の事業所や周辺自治体と連携す
るとさらに良い活動として発展すると考えます。 

⑫【屋外燃焼行為による被害の防止（3-5-③）】  

大磯警察と連携し、違反者に対してしっかりと指導する必要があると思います。ま
た、地域で屋外燃焼行為を見かけたら直ちに 110 番を行うように町の広報紙やホー
ムペーでの周知を図ることや、罰則の条例化も検討する必要があると思います。また、
他市町村の取り組みを参考にするのも良いのではないでしょうか。 

 

＜基本目標全体意見＞ 

①町のホームページを刷新したことは、良い啓発であったと考えられるので、引き続き
継続していくことが望ましいです。 

②新型コロナウイルスの影響により、イベント等に支障が出ていて、評価が D や E と  

されています（コロナの影響ありと付記されています）が、他の市町においても、
このような場合には、「評価なし」あるいは「-」などとしていますので、そのよう
にした方が良いように感じました。 

③数値目標としては、参加人数がわかりやすいのですが、引き続き新型コロナウイル
スの影響が懸念されるので、違う形で評価できるように見直すことも検討していく
必要があると思います。 

④ごみの施策であれば、イベントの来場者数ではなく、減量したごみの量で評価する 

方が良いと思います。 

⑤毎年同じ事業計画は、見直すべきだと思います。 

⑥パワーシフトというキャンペーンがあるのですが、アクセスすると電力切り替えの 

方法や、どのような契約方法があるかなどが掲載されているため、このように、啓
発から行動に繋げていけるようなホームページを作成することが重要だと思いま
す。 

⑦インターネットにアクセスできない方もいらっしゃるので、情報の取得に格差が出
ないように配慮してください。 

⑧ブラジルのバス専用レーンの設置や、他の市町村のように、街中の様々な場所に電 

動自転車を設置するなど、町全体で仕組みを変えていく必要があると思います。 
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⑨ごみの減量化や地球温暖化防止に関することだけではなく、公共交通機関の利用に 

関わる啓発も同等に扱っていただきたいと思います。 

⑩町のホームページに二宮町環境団体の紹介ページがあるため、団体同士の横の繋が 

りを促進すると良いと思います。 

⑪実際に町の環境イベントなどに参加することで、環境問題を自分事として捉えるこ 

とができると思います。また、イベントなどに参加することで、ホームページを調 

べるきっかけにもなると思います。  

⑫町のホームページの２つの環境バナーが、スマートフォンで開くと１つしか表示さ 

れないため、改善すると良いと思います。 

 



二宮町第2次環境基本計画後期実施計画
（令和２年度進捗状況一覧）
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進捗状況一覧における「評価」欄の見方について

〇数値目標における達成

状況を評価

〇各年度の目標値

〇目標値に対する 実績値

〇目標値に対する実績値

の達成率

〇事業内容における達成状況を評価するもので、事業内容を

次の５項目に分け、達成できた項目数の割合

《事業内容評価項目》

① 基本理念の達成に貢献しているか 20％

② 事業の性質(推進型、促進型等)をとらえているか 20％

③ 事業を成功させるための工夫がなされているか 20％

④ 事業が費用対効果を考慮しているか 20％

⑤ 事業結果を踏まえた改善がなされているか 20％

（合計) 100％

〇標記事業の場合…
75(達成状況評価割合)×100％(事業達成率)＝75％(達成状況評価(A))

25(事業内容評価割合)×100％(事業内容評価)＝25％(事業内容評価(B))

〇事業ごとに事業達

成率と事業内容評価

の評価割合を次の３パ

ターンで配分

《評価割合》

①75：25

②50：50

③25：75

【総合評価（A）＋（B）】＝【達成状況評価（A）：75％】＋【事業内容評価（B）：25％】＝100％⇒【A】

○評価指標

【達成率： 100％】 A

【達成率：75-99％】 B

【達成率：50-74％】 C

【達成率：25-49％】 D

【達成率： 0-24％】 E

【新型コロナウイルスの影響あり】 ―
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・農園の適正な維持管理に努め、全区
画を利用者に貸し出した。
・栽培講習会は、新型コロナウイルス
の感染拡大に伴い中止となったが、継
続意向確認と併せ、共有部分の草刈等
を促す通知を同封し、代替とした。

・区画数

4

1-2 丘
陵地や
谷戸な
どの保
全

③ふれ
あい農
園事業

農地の荒廃化防止のため、
町が借りた農地を「特定農
地貸付けに関する農地法等
の特例に関する法律」に基
づき農業委員会の承認を受
けた上で、「二宮町ふれあ
い農園事業実施要綱」によ
り、町民へ貸出しを行う。
(1区画20㎡、作付は野菜と
草花)

都市部
産業振
興課

・耕作状況を把握し、利用してい
ない場合には速やかに利用希望待
機者へ貸し出せるよう管理を行う
ことで農園の適正な維持管理に努
めるとともに、栽培講習会の開催
を通じ、周辺環境に配慮した耕作
を促す。

・町内の農道６ヶ所、農道護岸１ヶ所
を整備した。
・一色地内（兎沢）農道護岸整備工事
にあたっては、護岸の巨木を残すとと
もに、路面排水ののり面への流入を防
止する工法を選択することで自然環境
に配慮した。

・農道の整備・改良、修繕件数

3

1-2 丘
陵地や
谷戸な
どの保
全

②土地
改良事
業（農
道整
備）

農地の保全と地域農業の活
性化を図るため、農道を整
備する際にのり面の植生の
回復を図るなど、自然環境
に配慮した仕様を検討した
上で、整備及び維持管理す
る。

都市部
産業振
興課

・近年、増加している大雨対策の
ための改良及び農道法面の崩落防
止の修繕の実施により、里山保全
へも配慮した取り組みを行う。

・各種事業（体験学習・教室）は、い
ずれも新型コロナウイルスの感染拡大
に伴い中止となったが、体験学習用地
の維持管理（田植え・稲刈り）に努
め、希望のあった幼稚園等に苗や収穫
物の配布を行い、事業の代替とした。

・事業参加者数

2

1-2 丘
陵地や
谷戸な
どの保
全

①里山
再生育
成事業

里山の保全育成を図るとと
もに、災害による被害抑制
につなげるため、身近な里
山の手入れや間伐材の再利
用を通して、ボランティア
による里山体験を促進す
る。

都市部
産業振
興課

・新型コロナウイルス感染症の状
況を見極めつつ、各種事業の実施
を検討するとともに、体験学習用
地の維持管理を行う。

1

1-1 吾
妻山の
保全と
魅力の
向上

①公園
等維持
管理運
営事業

自然環境の保全と観光拠点
としての調和を図るため、
施設や設備を充実させるた
めの整備を行うとともに、
動植物の生息状況に応じた
公園管理を行う。

都市部
都市整
備課

・里山保全のため、園内の樹木等
の維持管理作業を実施する。

・新型コロナウイルスの感染拡大によ
り、来園者数は減って322,466であっ
た。
・シルバー人材センターによる園内の
樹木等の維持管理を適切に実施した。

・来園者数

R02事業実績 数値指標№ 基本
施策

取組み
事業等

事業内容 担当課 R02事業計画

- 12 -



R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
350,000人 350,000人 350,000人 350,000人

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値
× ×

426,860人 322,466人

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
92% 100%

100% 92%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

69% 25%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

100% 100% 94% ー

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
240人 240人 240人 240人

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
110人 0人

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
0% 100%

46% 0%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

0% 50%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

100% 100% 50% ー

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
5件 5件 5件 5件

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
7件 7件

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
100% 100%

100% 100%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

50% 50%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

80% 100% 100% A

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
106区画 106区画 106区画 106区画

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
104区画 106区画

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
100% 100%

98% 100%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

75% 25%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

100% 100% 100% A

・農園内の共有部分の草刈を定期的に
行うとともに、栽培講習会の開催や継
続意向確認の際に、適正な維持管理を
利用者に促す。

・農地の荒廃化防止の一助と
なるようふれあい農園の適正
な維持管理をするとともに、
利用者による適正な維持管理
についても促進する。

75 25

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)

達成状況評価 評価割合(100) ・農園内の共有部分の一部において、
管理できていないところがある。

事業内容評価

・損傷が小さいうちに早期発見、対処
することで、修繕を小規模化するとと
もに、大規模な修繕や整備・改良にあ
たっては、自然環境に配慮した工法を
選択できるよう計画的な管理を行う。

・近年、増加している大雨対
策のための改良、及び農道の
り面の崩落防止の修繕の実施
により、里山保全へも配慮し
た取り組みを行う。

50 50

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)

達成状況評価 評価割合(100) ・毎年、修繕を要する損傷は町内各所
の農道で発見されていることに加え、
緊急性を持って対処する必要もあるこ
とから、全ての箇所で環境に配慮した
施工を選択することは困難である。
・損傷が大きく大掛かりな修繕となっ
た場合、周辺環境に与える影響が大き
くなる。

事業内容評価

・代替事業として里山の保全育成事業
等の実施を活動団体と検討する。

・田植え体験学習、稲刈り体
験学習、椎茸植菌教室の開
催、及び関連団体との情報交
換等により里山保全の意識を
高める。

50 50

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)
コロナの影響あり

達成状況評価 評価割合(100) ・現在行っている事業が様々な要因で
中止となった際に、代替事業等がない
ことが課題である。

事業内容評価

・新型コロナウイルスの感染
拡大防止を意識しながら、里
山保全のため、園内の樹木等
の維持管理作業を実施する。75 25

事業
達成率

事業内容
達成率

事業内容評価

総合評価(A)＋(B)
コロナの影響あり

達成状況評価 評価割合(100) ・シバザクラ園の維持管理は、公園ス
タッフ及び町民ボランティアで行って
いたが、令和元年度からボランティア
による活動を休止としていることか
ら、人手が不足し、シバザクラを良好
に育てることが困難となっている。

・シバザクラの良好な生育のためには
手間もかかることから、持続可能な維
持管理をするため、長期的に花木など
が楽しめるよう、花木の植替え等につ
いて検討を行っていく。

対応 R03事業計画評価 課題
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R02事業実績 数値指標№ 基本
施策

取組み
事業等

事業内容 担当課 R02事業計画

・約0.9㎞の汚水管を整備した。令和3
年4月の供用区域が3.5ha増加した。

・整備面積

8

1-3 水
と親し
める葛
川の再
生

①公共
下水道
整備事
業

公共下水道処理区域の一層
の拡大を図るため、年次毎
に効率的な汚水枝線の整備
工事を実施する。

都市部
下水道
課

・翌年度の供用区域拡大に向け、
事業計画区域内の下水道未普及地
区で枝線工事を実施する。
・山西（釜野）地区、中里地区、
二宮（北新道）地区で整備を行
う。

・令和2年度のホタル観賞会は、新型コ
ロナウイルスの感染拡大に伴い中止と
した。

・ホタル出現数

7

1-2 丘
陵地や
谷戸な
どの保
全

⑥二宮
せせら
ぎ公園
におけ
るホタ
ル観賞
会の実
施

ホタルの生態を知ることを
通じ、水辺等の自然環境の
保全に対する理解を得るた
め、二宮せせらぎ公園にお
けるホタルの観賞会を実施
する。

都市部
都市整
備課

・園内の維持管理作業に農薬等を
使用せず、ホタルが生息できる環
境を維持する。
・ホタル観賞会を実施する。

・自然保護奨励金の対象は、山林等対
象件数4件、対象面積87,484㎡で、昨年
度と同数となり、里山の保全に繋がっ
た。
・保存樹木の対象件数は、対象件数18
件、対象本数155本(マツ・ケヤキ・サ
クラ等)で、昨年度と同数となり、樹木
の保存に繋がった。

・自然保護奨励金制度の対象面積
・良好な生活環境の確保及び美観風
致を維持するための補助本数

6

1-2 丘
陵地や
谷戸な
どの保
全

⑤緑の
基本計
画の推
進

緑地率を30％、公園等整備
面積43haを目標とする
「緑の基本計画」を推進す
るため、指定区域内の山林
等所有者への自然保護奨励
金の交付（県事業）や「二
宮町緑の保全及び緑化の推
進に関する要綱」に基づく
保存樹木の指定により松等
の緑の保全に努める。

都市部
都市整
備課

・県と連携し、保安林等所有者に
自然環境（里山）の保全の推進を
図る。
・保存樹木の指定及び保全に努め
る。

・農地の利用状況調査結果を基に遊休
地の所有者に対し、農地中間管理機構
の活用を促した。
・事業者にとって二宮町遊休荒廃農地
対策事業補助金が利用しやすいものと
なるよう、要件緩和や補助率等を見直
し(要綱改正)、補助金のPRに努めた。

・遊休・荒廃農地の解消面積

5

1-2 丘
陵地や
谷戸な
どの保
全

④遊
休・荒
廃農地
対策事
業

農業の担い手不足により増
加している遊休・荒廃農地
の解消と農地の保全のた
め、新規就農者や販売を視
野に入れた本格的な農業い
取組む「かながわ農業サ
ポーター」など、新たな担
い手の受け入れを積極的に
行う。

農業委
員会事
務局

・農地の利用状況調査を実施し、
農地の有効利用を図る。
・遊休・荒廃農地の解消を図るた
め、農地の利活用を予定している
者に対して再生に伴う経費を補助
し、農業の再生に取り組んでい
く。
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対応 R03事業計画評価 課題

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
0.4ha/年 0.4ha/年 0.4ha/年 0.4ha/年

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
0.28ha/年 0.00ha/年

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
0% 100%

70% 0%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

0% 50%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

100% 100% 50% C

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
80,000㎡ 80,000㎡ 80,000㎡ 80,000㎡

179本 179本 179本 179本

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
87,484㎡ 87,484㎡

155本 155本

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
93% 80%

93% 93%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

70% 20%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

80% 80% 90% B

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
1,500頭 1,500頭 1,500頭 1,500頭

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
433頭 490頭

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
33% 40%

29% 33%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

16% 20%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

80% 40% 36% ー

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
410ha 418ha 425ha 432ha

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
410ha 414ha

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
99% 100%

100% 99%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

74% 25%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

100% 100% 99% B

・工事の実施に際しては、地域、請負
業者、関係機関との調整を図って施工
する。

・翌年度の供用に向け、事業
計画区域内の下水道未普及地
区で枝線工事を実施する。
・山西（釜野）地区、中里地
区、富士見が丘地区で整備を
行う。

75 25

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)

達成状況評価 評価割合(100) ・下水道の整備率は事業計画区域の
92.2%となり、残りの未整備の箇所に
ついては、工事実施の制約、施工管理
の困難性、あるいは整備に際して沿線
住民の申請を伴う私道が多いことが挙
げられる。

事業内容評価

・現状の維持管理形態を保持しつつ、
新しい手法についても検討し、積極的
に取り入れる。

・イノシシ被害対策として、
公園外周にフェンス設置工事
を行い、外からの侵入防止を
図る。50 50

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)
コロナの影響あり

達成状況評価 評価割合(100) ・今後も現状の維持管理形態を保持し
ていくことが大事だが、今までにな
かった被害（花の病気やイノシシ等）
も出ている。

事業内容評価

・里山や保存樹木の所有者に対し、次
世代に自然環境を維持管理する技術の
継承や、必要性を理解してもらえるよ
うな啓発にも努めていく。

・県と連携し、保安林等所有
者に自然環境（里山）の保全
の推進を図る。
・保存樹木の指定及び保全に
努める。

75 25

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)

達成状況評価 評価割合(100) ・里山の所有者の高齢化が進み、適正
な維持管理が継続できなくなることが
危惧されるとともに、保存樹木につい
ては、土地利用の変更や樹木の老木化
等により、減少することが予想され
る。

事業内容評価

・改正した補助金制度のPR等により、
遊休荒廃農地の解消を促進する。

・遊休荒廃農地の解消を図る
ため、中間管理機構等を活用
し、新規就農者や経営規模拡
大の意向がある農業者への更
なる利用集積を推進する。
・二宮町遊休荒廃農地対策事
業補助金の活用により解消を
支援する。

50 50

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)

達成状況評価 評価割合(100) ・二宮町遊休荒廃農地対策事業補助金
の活用がなされず、遊休荒廃農地の解
消が図られないことが課題である。

事業内容評価
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R02事業実績 数値指標№ 基本
施策

取組み
事業等

事業内容 担当課 R02事業計画

・葛川の水生生物の生息調査が実施さ
れた。(葛川をきれいにする会で実施)
・全国水生生物調査の指標生物のう
ち、水質階級Ⅰにあたる生物を３種類
確認した。

・水質階級Ⅰにあたる指標生物種類
数

12

1-3 水
と親し
める葛
川の再
生

⑤葛川
美化推
進事業

葛川にごみを捨てにくい環
境づくりをめざすため、ボ
ランティア団体や県等と連
携し、ごみの回収や水生生
物の生息確認等を実施する
とともに、清掃を行ってい
る団体の活動や葛川の魅力
発信を行う。

都市部
生活環
境課

・葛川の水生生物を調査する。

・水質測定（6地点×年4回）を実施し
た。
全24検体のうち、1検体が環境基準を超
過した。
（第４回調査の一色橋のＢＯＤ）
・水質測定結果をホームページで公表
し、河川の水質状況を町民へ周知し
た。
※実績値根拠：96％＝23検体÷24検体

・測定地点数に対する測定値が環境
基準値内の地点数割合

11

1-3 水
と親し
める葛
川の再
生

④葛川
水質調
査の実
施

家庭・事業所等の排水によ
る河川の水質実態を把握す
るため、町内河川の水質を
調査するとともに水質汚濁
を未然に防止するため、さ
まざまな広報媒体を通じて
調査結果を情報提供する。

都市部
生活環
境課

・水質測定を実施する。
・水質測定結果をホームページで
公表する。

・家畜用浄化槽からの放流水質を適正
に保つための消毒薬品を配布するとと
もに、畜舎、糞処理施設の臭気検査及
び浄化槽の水質検査を実施し、衛生的
な家畜の飼養環境整備に努めた。

・環境整備指導件数
※農家が１件なくなったため、R02
から目標値を３件に変更

10

1-3 水
と親し
める葛
川の再
生

③家畜
環境整
備対策
事業

衛生的な家畜の飼養環境整
備を図るため、家畜用浄化
槽の整備、修繕に対する補
助を行うとともに衛生管理
等の薬品を配布する。

都市部
産業振
興課

・畜産会との連携により、浄化槽
消毒薬品配布及び環境整備指導を
実施し、畜産経営における周辺環
境へ配慮する意識を高める。

・水洗化奨励金は121件（2,740千
円）、利子補給は5人(約9千円)であっ
た。
・供用3年以内の区域やその周辺を中心
に未接続家屋へ接続案内を配布した。
(戸別317件)・広報紙に接続啓発記事の
掲載した。
・水洗化率は接続済人口÷処理区域内
人口で求めた。
(令和2年)20,450/25,260=81.0%
(令和元年)19,880/25,210=78.9%
(平成30年)19,320/25,170=76.8%

・水洗化率

9

1-3 水
と親し
める葛
川の再
生

②下水
道の普
及促進

下水道への早期接続を図る
ため、排水設備設置に係る
水洗化改造等奨励金支給、
水洗化融資あっせん利子補
給、下水道や汚水処理に関
する情報発信による啓発を
実施する。

都市部
下水道
課

・水洗化奨励金支給や融資あっせ
ん利子補給を実施する。
・未接続世帯へ接続案内の戸別配
布などによる勧奨を実施する。
・新型コロナウイルス感染拡大防
止のため、下水道接続PRをする予
定であったイベント等は中止に
なってしまったが、広報紙等によ
る啓発を行う。
※水洗化率＝接続済人口/処理区域
内人口
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対応 R03事業計画評価 課題

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
77% 78% 79% 80%

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
79% 81%

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
100% 100%

100% 100%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

75% 25%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

100% 100% 100% A

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
4件 4件 4件 4件

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
3件 3件

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
100% 100%

75% 100%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

25% 75%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

100% 100% 100% A

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
100% 100% 100% 100%

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
89% 96%

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
96% 80%

89% 96%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

72% 20%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

80% 80% 92% B

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
3種以上 3種以上 3種以上 3種以上

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
4種 3種

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
100% 100%

100% 100%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

50% 50%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

80% 100% 100% A

・葛川をきれいにする会の清掃活動を
支援するため、河川ごみの回収を行う
とともに、ポイ捨て防止に関する啓発
を実施する。

・葛川の水生生物を調査す
る。(葛川をきれいにする会
で実施)
・葛川をきれいにする会の清
掃活動を支援するため、河川
ごみの回収を行う。
・葛川をきれいにする会の活
動について、広報紙やホーム
ページで広く啓発を実施する
とともに、環境団体と連携し
て、葛川に親しめるイベント
を開催する。

50 50

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)

達成状況評価 評価割合(100) ・道端などにポイ捨てされたごみは、
まちの景観を損ねるだけでなく、雨風
によって、河川に流れ込んでしまうた
め、河川水質に悪影響を与え、水生生
物が生息しづらい環境を作り出す一因
になっている。

事業内容評価

・河川水質調査を継続して実施するこ
とにより、河川の水質状況を把握する
とともに公共下水道への接続勧奨や合
併処理浄化槽への設置補助を行い、排
水が適正に処理されるよう努める。
・合併処理浄化槽への設置補助につい
て、転換分の申請件数が増えるよう、
宅内配管工事費についても新たに補助
対象とする。

・水質測定を実施する。
・水質測定結果をホームペー
ジで公表する。
・公共下水道への接続勧奨を
効果的に行っていくため、関
係各課と連携し、公共下水道
の整備による河川水質の改善
効果について啓発を行う。ま
た、水質が悪化してしまう原
因などについても併せて周知
する。

75 25

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)

達成状況評価 評価割合(100) ・公共下水道への接続勧奨や合併処理
浄化槽への設置補助を行い、排水が適
正に処理されるよう努めていく必要が
ある。
・合併処理浄化槽への設置補助につい
て、転換分の申請件数が少ないため、
転換を促進する効果的な啓発が必要で
ある。

事業内容評価

・設備更新にあたり町の「畜産環境整
備対策事業補助金」の活用を促進する
とともに、修繕に必要な予算の確保に
努める。

・家畜用浄化槽からの放流水
質を適正に保つための消毒薬
品を配布するとともに、畜
舎、糞処理施設の臭気検査及
び浄化槽の水質検査を実施
し、衛生的な家畜の飼養環境
整備に努める。

25 75

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)

達成状況評価 評価割合(100) ・各施設の老朽化により設備の一部に
修繕が必要である。

事業内容評価

・広報紙への記事掲載を実施する。
・接続案内配布による啓発活動は、供
用年数が浅い区域だけでなく、供用区
域全体の未接続家屋等への啓発を目標
に実施する。

・水洗化奨励金支給や融資
あっせん利子補給を実施す
る。
・未接続世帯へ接続案内の戸
別配布などによる勧奨を実施
する。
・イベント(ふるさとまつり)
の開催時は(公財)県下水道公
社と合同で下水道接続PRや、
広報紙等による積極的な啓発
を行う。
※水洗化率＝接続済人口/処
理区域内人口

75 25

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)

達成状況評価 評価割合(100) ・事業の特性上、指標となる接続率の
短期での大幅な伸びは難しいので、継
続した啓発活動が必要である。
・供用から年数が経っている地区の未
接続家屋等へ接続勧奨をする必要があ
る。

事業内容評価
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R02事業実績 数値指標№ 基本
施策

取組み
事業等

事業内容 担当課 R02事業計画

・漁港区域内に海岸利用者への啓発看
板を設置するとともに、漁港区域の見
回りに際し、海岸利用者への啓発を
行ったほか、新型コロナウイルスの感
染拡大に伴う入口フェンスの閉鎖と併
せ、周辺に看板を設置した。

・清掃回数

16

1-4 二
宮海岸
の保全
と魅力
の向上

③釣り
客、地
引網等
のごみ
の持ち
帰りの
マナー
向上

海岸の保全を図るため、漁
港区域の管理において、海
岸利用客へ啓発看板を設置
するとともに、誘発防止の
ため海岸来場者数が増加す
る時期に担当課職員による
海岸清掃を行う。

都市部
産業振
興課

・美化意識の高揚を図るため、漁
港区域の管理において、海岸利用
客へ啓発看板を設置する。

・海岸美化活動を行う美化財団に負担
金を支出することで海岸の保全を図っ
た。
・県及び沿岸13市町と連携し、国補助
金の確保のため、要望活動を行った。
・美化財団による海岸清掃が69回行わ
れ、13tの海岸ごみが回収された。

・美化財団海岸ごみ回収量

15

1-4 二
宮海岸
の保全
と魅力
の向上

②海岸
清掃(か
ながわ
海岸美
化財団)
の実施

海岸の保全を図るため、公
益財団法人かながわ海岸美
化財団の活動と連携し、海
岸清掃によりごみを回収す
る。

都市部
生活環
境課

・海岸美化活動を行う美化財団に
負担金を支出することで海岸の保
全を図る。
・県及び沿岸13市町と連携し、国
補助金確保のための要望活動を行
う。

・漁港区域内の養浜工事を実施した。 ・要望回数
・実養浜量/計画養浜量

14

1-4 二
宮海岸
の保全
と魅力
の向上

①海岸
保全対
策事業

海岸の保全を図るため、漁
港区域内外において養浜工
事を実施する。

都市部
産業振
興課
・　都
市部
都市整
備課

・県と沿岸市町共同で国に対して
砂浜の早期回復等の要望を実施す
る。
・漁港区域の養浜工事を実施す
る。

・ダムの見学は、新型コロナウイルス
の感染拡大に伴い中止したが、日常生
活において、学校や家などで飲んだり
使用している水が、「どこからきて、
どこへ行くのか」という水の循環のし
くみを学んだ。
・令和２年度は昨年度と比較し、８割
程度の授業数となったため、事業達成
率を80％とした。

・実施予定回数に対する環境教育実
施回数割合

13

1-3 水
と親し
める葛
川の再
生

⑥水資
源に関
する教
育

水資源への関心を高めるた
め、水資源についての教育
を学校等の学びの場で行
う。

教育委
員会
教育総
務課

・水資源への関心を高めるため、
水資源についての教育をダムの見
学（遠足）や学習の場で行う。
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対応 R03事業計画評価 課題

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
100% 100% 100% 100%

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
100% 80%

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
80% 100%

100% 80%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

40% 50%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

100% 100% 90% B

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
1回 1回 1回 1回
100% 100% 100% 100%

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
1回 1回
100% 100%

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
100% 100%

100% 100%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

25% 75%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

100% 100% 100% A

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
22t 22t 22t 22t

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
9t 13t

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
100% 80%

100% 100%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

50% 40%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

80% 80% 90% B

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
10回 10回 10回 10回

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
10回 11回

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
100% 100%

100% 100%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

25% 75%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

100% 100% 100% A

・啓発看板の設置個所や啓発内容を工
夫し、海岸利用者のごみの持帰りを促
す。

・新型コロナウイルスの感染
拡大に伴い海岸のフェンスの
閉鎖を行い、バーベキュー等
の自粛について啓発していく
とともに、ごみの持ち帰りに
ついて、声掛けや看板(ポス
ター)の設置を行うことで、
維持管理に努める。

25 75

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)

達成状況評価 評価割合(100) ・漁港区域内に啓発看板を設置してい
るが、ごみの置き去りが後を絶たない
状況である。

事業内容評価

・ボランティア団体により、定期的に
河川清掃活動が実施されており、町も
清掃ごみの回収作業を支援する等、ご
みが海に流れ込むことを阻止するため
の水際対策を行う。
・海岸美化を推進するため、かながわ
海岸美化財団に負担金を支出し、定期
的に海岸清掃を実施する。

・海岸美化活動を行う美化財
団に負担金を支出することで
海岸の保全を図る。
・県及び沿岸13市町と連携
し、国補助金確保のための要
望活動を行う。

50 50

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)

達成状況評価 評価割合(100) ・ポイ捨てや不法投棄されたごみが雨
風等により河川に流れ込み、海へ流れ
着いてしまうため、海岸沿岸部の河川
下流部の地域だけでなく、河川上流部
の地域も含めた協力が必要である。

事業内容評価

・漁港区域内の浚渫土砂を確保できな
い場合には、海岸保全に影響のない土
砂の確保を行う。

・漁港区域内の養浜工事を実
施する。

25 75

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)

達成状況評価 評価割合(100) ・安定的に養浜の土砂を確保できない
ことが課題である。

事業内容評価

・ダムについては、水を溜める働きを
する一方で、（緊急）放流することで
起こりうる危険についても、防災教育
の観点から学習できるよう取り組んで
いく。
・身近な水資源について、今後も学習
に取り入れていく。

・水資源への関心を高めるた
め、水資源についての教育を
ダムの見学（遠足）や学習の
場で行う。50 50

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)

達成状況評価 評価割合(100) ・ダムの必要性と併せて、近年のダム
の弊害についても学習に取り入れてい
くことが必要である。
・単元で学習する水資源のほか、総合
学習などで二宮について取り組む際な
どに、葛川についてふれる機会をつく
る必要がある。

事業内容評価
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R02事業実績 数値指標№ 基本
施策

取組み
事業等

事業内容 担当課 R02事業計画

・新型コロナウイルスの感染拡大に伴
い、講座を中止した。

・講座数
・参加人数

20

1-5 良
好な自
然を象
徴する
動植物
の保全

①自然
環境を
知るた
めの講
座の実
施

自然環境への関心を高める
ため、二宮の動植物につい
て学び、自然と親しむ講座
などを開催する。

教育委
員会
生涯学
習課

・自然環境に関する講座を１講座
開催する。

・新型コロナウイルスの感染拡大に伴
い梅沢海岸のフェンスを閉鎖したた
め、観光客の来場数、地引網の実施数
ともに激減した。

・夏季における梅沢海岸来場者数

19

1-4 二
宮海岸
の保全
と魅力
の向上

⑥梅沢
海岸観
光事業

海岸の魅力を向上するた
め、観光トイレの維持管理
を行うとともに、地引網な
どを通じて町内外問わず多
くの人に梅沢海岸の良さを
知ってもらえるようPRを
行う。

都市部
産業振
興課

・海岸の魅力向上を図るために引
き続き、トイレ維持管理を実施す
る。また、観光資源の一つである
地引網についても、協会と連携し
て魅力を発信する。

・松枯れ防止薬剤の注入を実施したほ
か、枯損樹木の伐倒を行い、松くい虫
による被害の拡大を防いだ。

・薬剤注入本数（アンプル数）

18

1-4 二
宮海岸
の保全
と魅力
の向上

⑤松の
保全事
業

松を保全することにより、
海岸の景観を保全するた
め、松くい虫被害予防のた
めの薬剤を注入し、被害木
を伐倒する。

都市部
産業振
興課

・松枯れ防止薬剤の注入及び松く
い虫被害木の伐倒により、海岸周
辺の松の保全に努める。

・令和2年度は、新型コロナウイルスの
感染拡大に伴い中止した。

・海岸530キャンペーン参加者

17

1-4 二
宮海岸
の保全
と魅力
の向上

④湘南
にのみ
や海岸
530キャ
ンペー
ンの実
施

海岸の保全の気運を高める
ため、町民、ボランティア
団体、各地区等の協力を得
て、二宮海岸の一斉清掃を
行う。

都市部
生活環
境課

・新たな実施方法等を検討すると
とに、町民、各関係団体と連携・
協力してキャンペーンを実施する
ことで、海岸保全を推進する。
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対応 R03事業計画評価 課題

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
570人以上 570人以上 570人以上 570人以上

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
556人 0人

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
0% 80%

98% 0%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

0% 40%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

80% 80% 40% ー

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
330アンプル 330アンプル 330アンプル 330アンプル

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
330アンプル 330アンプル

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
100% 100%

100% 100%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

50% 50%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

100% 100% 100% A

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
1,700人 1,700人 1,700人 1,700人

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
7,439人 0人

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
0% 100%

100% 0%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

0% 50%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

100% 100% 50% ー

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
3講座 3講座 3講座 3講座
40人 40人 40人 40人

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
1講座 0講座
10人 0人

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
0% 0%

29% 0%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

0% 0%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

80% 0% 0% ー

・開催にあたっては、内容や対象世代
を踏まえた上で、予めオンライン開催
の準備も進める。

・新型コロナウイルスの感染
拡大状況をみながら、自然環
境に関する講座を開催する。

50 50

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)
コロナの影響あり

達成状況評価 評価割合(100) ・新型コロナウイルスの感染拡大に伴
い、事業を中止せざるをえなかった
が、オンライン等の非接触による開催
には至らなかった。

事業内容評価

・二宮町観光協会と連携し、二宮町観
光協会ホームページ内での観光地引網
の斡旋及びチラシの作成を行い周知を
図っていく。

・新型コロナウイルスの感染
拡大に伴い、当面の間、梅沢
海岸のフェンスを継続して閉
鎖するが、引き続きトイレ維
持管理を実施することで海岸
の魅力向上を図る。

50 50

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)
コロナの影響あり

達成状況評価 評価割合(100) ・新型コロナウイルスの感染拡大に伴
い、入口門扉を閉鎖していたこともあ
り、来場者数が0となったが、新型コ
ロナウイルスが収まった後には、観光
地引網などの観光資源を周知し、来場
者数の回復に努めなければならない。

事業内容評価

・松枯れ防止薬剤の薬効期間を勘案し
て最大限樹木に負担が掛からないよう
努めるとともに、枯損樹木を早期に発
見し、伐倒に努める。

・松枯れ防止薬剤の注入及び
松くい虫被害木の伐倒によ
り、海岸周辺の松の保全に努
める。50 50

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)

達成状況評価 評価割合(100) ・海岸の大きな松が松くい虫により枯
損した場合、伐倒に多額の費用を要す
る他、継続的な松枯れ防止薬剤の注入
も樹木に負担を掛けることから、抜本
的な対策とならないことが課題であ
る。

事業内容評価

・新型コロナウイルスの感染拡大防止
策を講じながら、多くの方に参加して
もらえるよう、新たな実施方法等を検
討し、より良いキャンペーンを開催す
る。

・令和３年度は、新型コロナ
ウイルスの感染拡大に伴い中
止となったが、次年度開催に
向けて、新たな実施方法等を
検討するための準備期間とす
るとともに、キャンペーン以
外でも、町民、各関係団体と
連携、協力して実施できる取
組みがないか検討していく。

50 50

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)
コロナの影響あり

達成状況評価 評価割合(100) ・キャンペーンの参加者数は年々増加
傾向にあるが、実施内容がマンネリ
化、パターン化してしまっている。
・新型コロナウイルスの感染拡大防止
のため、人が密集しないよう、開催方
法を検討する必要がある。

事業内容評価
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R02事業実績 数値指標№ 基本
施策

取組み
事業等

事業内容 担当課 R02事業計画

・ごみの組成分析調査を実施した結
果、湿ベースで可燃ごみ中に含まれる
水分は約60％（59.9％）であった。
・水分もうひとしぼり運動に関する啓
発を広報紙2回、ホームページ3回、
SNS2回、チラシ1回の計8回行った。
・新型コロナウイルスの感染拡大に伴
いイベント（エコフェスタにのみや及
びふるさとまつり）が中止となったた
め、ホームページの環境関連のページ
を刷新するとともに、広報紙について
も例年より掲載紙面を拡大するなど、
啓発を充実させた。

・回収可燃ごみ量内の水分割合(水
分率)

24

2-1 リ
デュー
スの促
進（ご
みの発
生や排
出の抑
制）

③水分
もうひ
としぼ
り運動

ごみの排出を抑制するた
め、イベントやさまざまな
広報媒体を通じて、生ごみ
の水分もうひとしぼりの実
施に関する普及啓発を行う
ことで、可燃ごみに含まれ
る水分量を減らす。

都市部
生活環
境課

・エコフェスタにのみや及びふる
さとまつりが新型コロナウイルス
感染拡大防止により中止となった
ため、今後の状況を鑑みながら
ホームページや広報紙等で啓発を
行う。
・地域環境推進員を通して水切り
の重要性を伝え、地域にお知らせ
していく。
・広報紙等で水分もうひとしぼり
の啓発を行う。
・「水分もうひとしぼり・濡らさ
ない・乾かす」に関する啓発を広
報紙、ホームページで行う。

・３R推進月間（10月）は、レジ袋等
のワンウェイプラ削減に関連した啓発
を広報紙1回、ホームページ1回、
SNS1回の計３回行った。
・３R推進月間（10月）以外では、小
中学生を対象に、「マイバッグ・マイ
ボトル」をチャレンジ項目のひとつに
組み入れた啓発物を冬休み期間中の課
題として配布した。また、レジ袋等の
ワンウェイプラ削減に関する啓発を広
報紙1回、ホームページ３回、SNS1
回、チラシ1回の計7回行った。

・啓発回数

23

2-1 リ
デュー
スの促
進（ご
みの発
生や排
出の抑
制）

②マイ
バッ
ク・マ
イボト
ル等の
利用促
進

ごみの発生を抑制するた
め、イベントやさまざまな
広報媒体を通じて、｢かな
がわプラごみゼロ宣言｣で
も謳われているマイバッ
ク・マイボトルの利用促進
や二宮町商店連合協同組合
と連携したレジ袋の削減等
に関する普及啓発を行う。

都市部
生活環
境課

・3R推進月間にホームページ等で
啓発を行う。

・新型コロナウイルスの感染拡大に伴
いイベント（エコフェスタにのみや及
びふるさとまつり）が中止となったた
め、町ホームページの環境関連のペー
ジを刷新するとともに、広報紙につい
ても例年より掲載紙面の拡大や回数を
増やすなど、啓発を充実させた。
・生ごみ処理機の利用、食品ロス削減
や適正分別などによるごみの排出抑制
等に関する啓発を広報紙13回、ホーム
ページ19回、SNS7回のほか、チラシ1
回(転入者向けにごみ排出抑制のチラシ
を窓口配布)の計40回行った。

・啓発回数

22

2-1 リ
デュー
スの促
進（ご
みの発
生や排
出の抑
制）

①ごみ
減量化
推進事
業

ごみの発生を抑制するた
め、環境活動団体等との連
携・協力によるイベントや
さまざまな広報媒体を通じ
て、リデュース(将来ごみ
となるようなものを無駄に
買わないこと)に関する普
及啓発を行う。

都市部
生活環
境課

・エコフェスタにのみや及びふる
さとまつりが新型コロナウイルス
感染拡大防止により中止となった
ため、今後の状況を鑑みながら
ホームページや広報紙等で啓発を
行う。

・鳥獣捕獲等許可申請書を適正に審査
し、許可証を交付した。
・大型檻を新たに購入し、檻の貸出し
及び捕獲物の処理体制を整備した。
・有害鳥獣被害防止対策、並びに有害
鳥獣遭遇対策に関する情報提供を行っ
た。

・有害鳥獣による農業被害件数
・有害鳥獣による生活被害件数

21

1-5 良
好な自
然を象
徴する
動植物
の保全

②有害
鳥獣被
害対策
事業

人と自然が共生するまちづ
くりをめざすため、有害鳥
獣の捕獲許可等、適正な管
理を行うとともに、県、近
隣市町村、農業者等と連携
し、農業被害、生活被害を
防止し、生態系を保持す
る。

都市部
生活環
境課
・　都
市部
産業振
興課

・鳥獣捕獲等許可申請書を適正に
審査し、許可証を交付する。
・必要に応じて有害鳥獣捕獲罠及
び檻の貸出しを行う。
・有害鳥獣被害防止対策、並びに
有害鳥獣遭遇対策に関する情報提
供を行う。
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対応 R03事業計画評価 課題

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
10件以下 10件以下 10件以下 10件以下
5件以下 5件以下 5件以下 5件以下

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
59件 19件
17件 29件

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
35% 100%

23% 35%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

17% 50%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

100% 100% 67% C

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
4回以上 4回以上 4回以上 4回以上

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
8回 40回

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
100% 100%

100% 100%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

25% 75%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

80% 100% 100% A

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
2回以上 2回以上 2回以上 2回以上

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
2回 10回

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
100% 100%

100% 100%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

50% 50%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

80% 100% 100% A

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
50% 50% 50% 50%

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
60% 59.9%

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
100% 100%

100% 100%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

75% 25%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

80% 100% 100% A

・ホームページは、課題であった啓発
メニューや内容の充実化を図るととも
に、カテゴリ分けをする等、従来の形
式を刷新し、抜本的な見直しを行った
ため、今後も引き続き、新しい情報や
発信内容を変えるなどの更新を行う。
・町民等にとって身近な(取り組みやす
い)ごみ減量化策を公募し、啓発材料と
して活用する。
・今後の新型コロナウイルスの感染拡
大状況によるが、引き続き、広報紙や
ホームページ、イベント等を通じて、
誰でも簡単に取り組むことができるよ
うなごみ減量化策の啓発に努める。

・新型コロナウイルスの感染
拡大状況によっては、イベン
トが中止となることも想定さ
れるため、その他の啓発手段
を積極的に活用しながら啓発
を行う。

75 25

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)

達成状況評価 評価割合(100) ・ごみ排出量の削減に向け、各家庭で
負担なく簡単に取組めるごみ減量化策
について、引き続きイベントや広報媒
体等を通じて啓発を図る必要がある。

事業内容評価

・ペットボトルtoペットボトルといっ
た技術革新も進んできていることか
ら、リデュースのみならず、３Rの視点
で啓発を進める。

・3R推進月間は重点期間と
し、通年で、広報紙やホーム
ページ等を活用した積極的な
啓発を行う。50 50

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)

達成状況評価 評価割合(100) ・マイバッグやマイカゴについては当
たり前の行動として浸透していること
が伺えるものの、マイボトルについて
は、マイバッグほどの浸透がうかがえ
ない。

事業内容評価

・ホームページは、課題であった啓発
メニューや内容の充実化を図るととも
に、カテゴリ分けをする等、従来の形
式を刷新し、抜本的な見直しを行った
ため、今後も引き続き、新しい情報や
発信内容を変えるなどの更新を行う。
・町民等にとって身近な(取り組みやす
い)ごみ減量化策を公募し、啓発材料と
して活用する。
・今後の新型コロナウイルスの感染拡
大状況によるが、引き続き、広報紙や
ホームページ、イベント等を通じて、
誰でも簡単に取り組むことができるよ
うなごみ減量化策の啓発に努める。

・新型コロナウイルスの感染
拡大に伴い、イベントが中止
となることも想定されるた
め、その他の啓発手段を積極
的に活用しながら啓発を行
う。

25 75

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)

達成状況評価 評価割合(100) ・ごみ排出量の削減に向け、各家庭で
負担なく簡単に取組めるごみ減量化策
について、引き続きイベントや広報媒
体等を通じて啓発を図る必要がある。
・ごみ排出量の削減に向け、多くの町
民に「自分事」として行動してもらえ
るよう、まずは誰でも簡単に取組むこ
とができるごみ減量化策を様々な機会
を通じて効率的に啓発を行う必要があ
る。
・食品ロス削減を事業者協力のもと、
消費行動（発生抑制）の改善を図る必
要がある。
・ごみ排出量の削減に向け、各家庭で
負担なく簡単に取組めるごみ減量化策
について、引き続きホームページ、広
報紙やイベント等を通じ啓発を図る必
要がある。

事業内容評価

・町、農業者、地域住民が一体となっ
てイノシシ被害対策を講じられるよう
方針を定める。
・庁内連絡会において、他課と連携を
図りながら、効率的、効果的な対策を
講じる。
・イノシシに遭遇した際の対処法など
をホームページや広報紙などで周知し
ていく。

・鳥獣捕獲等許可申請書を適
正に審査し、許可証を交付す
る。
・必要に応じて有害鳥獣捕獲
罠及び檻の貸出しを行う。
・有害鳥獣被害防止対策、並
びに有害鳥獣遭遇対策に関す
る情報提供を行う。

50 50

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)

達成状況評価 評価割合(100) ・近年増加傾向にあるイノシシの生活
被害が、農地での捕獲実績と呼応して
増加傾向にある。
・イノシシの出没範囲が市街地に及ん
できているため、イノシシに遭遇した
際の対処法について、町民に広く周知
していく必要がある。

事業内容評価
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R02事業実績 数値指標№ 基本
施策

取組み
事業等

事業内容 担当課 R02事業計画

・二宮町環境物品等の調達の推進を図
るための方針（グリーン購入の促進を
図るための方針）の令和2年度版を作成
し、ホームページへ掲載（更新）し
た。

・グリーン購入に関する啓発の回数

28

2-2 リ
ユース
やリサ
イクル
の促進

②グ
リーン
購入の
推進

リユースやリサイクルを促
進するため、｢国等による
環境物品等の調達の推進等
に関する法律｣に基づき、
環境への負担の少ない環境
物品の調達を推進する。

都市部
生活環
境課

・環境物品等の調達の推進を図る
ための方針を作成し啓発する。
・小学生、中学生向けチラシ「エ
コライフチャレンジ」において啓
発する。

・新型コロナウイルスの感染拡大に伴
いイベントを中止したため、エコフェ
スタでの啓発を実施することができな
かったが、ホームページによる啓発は
行った。

・リユースを促進するための啓発回
数

27

2-2 リ
ユース
やリサ
イクル
の促進

①リ
ユース
ショッ
プの利
用促進

リユースを促進するため、
イベントやさまざまな広報
媒体を通じて、リユース
ショップの利用や中古品の
再利用に関する普及啓発を
行う。

都市部
生活環
境課

・エコフェスタにのみや及びふる
さとまつりが新型コロナウイルス
感染拡大防止により中止となった
ため、今後の状況を鑑みながら
ホームページや広報紙等で啓発を
行う。

・新型コロナウイルスの感染拡大に伴
い、年2回の会議を開催することができ
なかったため、委員に向けてごみの減
量化策の公募を書面で実施した。

・協議会開催回数

26

2-1 リ
デュー
スの促
進（ご
みの発
生や排
出の抑
制）

⑤ごみ
減量化
推進協
議会に
よる減
量化の
推進

さらなるごみの減量化方策
を研究するため、ごみ減量
化推進協議会を開催する。

都市部
生活環
境課

・ごみ減量化研究会を開催する。
・生ごみのリサイクルチェーン、
水分もうひとしぼり運動等の水分
率削減等のごみ減量化施策につい
て検討を行う。

・食べ残しゼロ運動に関する啓発を広
報紙4回、ホームページ4回、SNS2回
の計10回行った。

・啓発回数

25

2-1 リ
デュー
スの促
進（ご
みの発
生や排
出の抑
制）

④食べ
残しゼ
ロ運動
の推進

ごみの排出を抑制するた
め、イベントやさまざまな
広報媒体を通じて、3010
運動(宴会時の食べ切り)等
の実施に関する普及啓発を
行う。

都市部
生活環
境課

・エコフェスタにのみや及びふる
さとまつりが新型コロナウイルス
感染拡大防止により中止となった
ため、今後の状況を鑑みながら
ホームページや広報紙等で啓発を
行う。
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対応 R03事業計画評価 課題

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
4回以上 4回以上 4回以上 4回以上

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
3回 10回

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
100% 100%

75% 100%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

25% 75%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

80% 100% 100% A

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
2回 2回 2回 2回

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
1回 0回

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
0% 80%

50% 0%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

0% 60%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

100% 80% 60% ー

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
4回 4回 4回 4回

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
2回 1回

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
25% 100%

50% 25%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

13% 50%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

80% 100% 63% ー

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
3回 3回 3回 3回

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
2回 1回

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
33% 60%

67% 33%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

8% 45%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

100% 60% 53% C

・庁内会議などを通して、職員向けに
積極的な啓発をする。
・広報紙やホームページ等によって、
町民向けに積極的な啓発をする。

・環境物品等の調達の推進を
図るための方針を見直すほ
か、SDGsの観点を含めるな
ど、あらゆる方法で積極的な
啓発をする。

25 75

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)

達成状況評価 評価割合(100) ・既存の啓発に加え、その他の啓発手
段を積極的に活用しながら啓発回数を
増やす必要がある。

事業内容評価

・３Rの積極的な啓発は推進していくも
のの、リユースショップについては、
新型コロナウイルスの感染拡大状況を
みながら啓発を進めていく。
・社会福祉協議会などにおいて、リ
ユースバザーなどの事業が展開され始
めたことから、連携しながらより広く
啓発をしていく。

・３Rの観点で積極的な啓発
を行い、新型コロナウイルス
の感染拡大状況をみながら、
リユースショップについても
積極的に啓発を図って行く。

50 50

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)
コロナの影響あり

達成状況評価 評価割合(100) ・リユースショップについては、新型
コロナウイルスの感染拡大も懸念され
ることから、積極的な周知には踏み切
れなかった。

事業内容評価

・今後も新型コロナウイルスの感染拡
大状況により、会議開催が困難な状況
も想定されることから、書面でも効率
的かつ効果的な手法の研究ができるよ
うに努める。

・ごみ減量化研究会を開催す
る。
・一般廃棄物処理基本計画の
改訂作業に伴い、今後実施し
ていくごみ減量化策等につい
て検討を行う。

25 75

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)
コロナの影響あり

達成状況評価 評価割合(100) ・新型コロナウイルスの感染拡大によ
るイベント中止を想定して、会議の代
替となる開催方法を考える必要があ
る。

事業内容評価

・ホームページは、課題であった啓発
メニューや内容の充実化を図るととも
に、カテゴリ分けをする等、従来の形
式を刷新し、抜本的な見直しを行った
ため、今後も引き続き、新しい情報や
発信内容を変えるなどの更新を行う。
・事業者協力のもと、消費者である町
民向けに食品ロス削減に関わる啓発を
行うことを検討する。

・新型コロナウイルスの感染
拡大状況によっては、イベン
トが中止となることも想定さ
れるため、その他の啓発手段
を積極的に活用しながら啓発
を行う。

25 75

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)

達成状況評価 評価割合(100) ・ごみ排出量の削減に向け、各家庭で
負担なく簡単に取組めるごみ減量化策
について、引き続きイベントや広報媒
体等を通じて啓発を図る必要がある。
・食品ロス削減を事業者協力のもと、
消費行動（発生抑制）の改善を図る必
要がある。

事業内容評価
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R02事業実績 数値指標№ 基本
施策

取組み
事業等

事業内容 担当課 R02事業計画

以下の測定を行った結果、いずれも環
境基準値内となり、問題はなかった。
・水質測定(放流水１ヶ所４７項目、原
水１ヶ所８項目)
・臭気指数測定(排出口出口１ヶ所３項
目)
・脱水汚泥測定(汚泥1ヶ所３項目)

・し尿処理施設の水質、臭気、ダイ
オキシン類測定における基準値適合
項目割合

32

2-3 ご
みの適
正な処
理・処
分の推
進

③し尿
処理事
業

し尿の衛生的処理により生
活環境を保全するため、し
尿処理施設の適正な維持管
理を行う。

都市部
生活環
境課

・令和元年度は、旧施設と新施設
の維持管理経費で対応していたが
令和2年度は、新施設のし尿等下水
道投入施設の計画等に基づき対応
する。
・し尿処理施設の水質、臭気、ダ
イオキシン類測定を実施する。

・新たなカラスの被害対策として、
ファスナー付きカラスネットの配布を
行った。
・利用者のニーズに合わせて、２種類
のカラスネットを配布した。

・カラスネット配布箇所に対するカ
ラス被害防除割合

31

2-3 ご
みの適
正な処
理・処
分の推
進

②ごみ
置場散
乱防止
対策
（カラ
スネッ
ト配
布）

カラス等によるごみ散乱を
防止するため、カラス対策
の方法等を周知するととも
に、カラスネットを配布す
る。

都市部
生活環
境課

・カラスネット更新申請時に防除
の確認を行う。

・令和2年度は、以下3つの計画目標の
うち1つ(資源化率)を達成した。
①1人1日当たりのごみ総排出量
　840ｇ　未達
②資源化率　35.03％　達成
③埋立率　1.1％　未達

・一般廃棄物処理基本計画における
減量化の目標達成までの進捗率
・一般廃棄物処理基本計画における
資源化の目標達成までの進捗率
一般廃棄物処理基本計画における最
終処分量の目標達成までの進捗率

30

2-3 ご
みの適
正な処
理・処
分の推
進

①二宮
町一般
廃棄物
処理基
本計画
の推進

町民の快適な生活環境づく
りに寄与するため、｢廃棄
物の処理及び清掃に関する
法律｣に基づき、一般廃棄
物処理基本計画を推進す
る。

都市部
生活環
境課

・本計画に基づき、ごみ減量化施
策を実施する。
①1人1日当たりのごみ総排出量目
標値以下
②目標値の資源化率以上
③目標値の埋立率以下
※一般廃棄物処理基本計画を令和3
年度に改訂する。

・通年で生ごみ処理機の購入補助を
行った。
・令和３年度から電動型の購入補助が
終了することを告知した。
・キエーロを促進するため、使用方法
等を紹介した動画を作成しホームペー
ジ上で配信した。

・生ごみ処理機導入補助件数

29

2-2 リ
ユース
やリサ
イクル
の促進

③生ご
み処理
機の導
入促進

リサイクルを促進するた
め、イベントやさまざまな
広報媒体を通じて、生ごみ
処理機による堆肥の再生利
用に関する普及啓発を行う
とともに、生ごみ処理機購
入費用の一部補助による導
入促進を図る。

都市部
生活環
境課

・通年で生ごみ処理機の購入補助
を行う。
・令和3年度から電動型の購入補助
が終了することを告知する。
・庁舎入口付近へのキエーロの展
示を継続するとともに、東大果樹
園跡地での展示に向けた関係機関
との調整を行う。
・ふれあい農園事業との事業間連
携をする。
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対応 R03事業計画評価 課題

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
35件 35件 35件 35件

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
24件 46件

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
100% 80%

69% 100%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

50% 40%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

80% 80% 90% B

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
100% 100% 100% 100%
100% 100% 100% 100%
100% 100% 100% 100%
R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
0 0
0 100
0 0

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
33% 100%

0% 33%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

25% 25%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

100% 100% 50% ー

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
100% 100% 100% 100%

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
80% 80%

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
80% 80%

80% 80%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

40% 40%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

80% 80% 80% B

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
100% 100% 100% 100%

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
100% 100%

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
100% 100%

100% 100%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

75% 25%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

100% 100% 100% A

・新施設であるものの、長寿命化を意
識しながら、適切な管理計画に基づ
き、維持管理を行う。

・し尿等下水道投入施設の管
理計画等に基づき維持管理す
る。
・し尿等下水道投入施設の水
質測定、臭気指数測定、脱水
汚泥分析測定を実施するとと
もに、各機械の分解整備点検
等も実施する。

75 25

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)

達成状況評価 評価割合(100) ・令和２年度が新施設の本格稼働１年
目で、当初計画どおり順調な稼働と
なっているが、今後の稼働状況に応じ
て、整備点検、修繕、工事等の管理計
画を見直す必要がある。

事業内容評価

・利用者一人ひとりがカラスネットを
正しく利用するなど、基本的な対策を
徹底してもらうよう、窓口などで説明
していくとともに、被害状況や利用状
況に合わせて、ファスナー付きカラス
ネットの利用を推進していく。
・近隣自治体ではどのようなカラス
ネットを利用しているか、新たな商品
が市場に出ていないかなど、随時情報
収集を行っていく。

・更新申請時に、カラスネッ
トの適切な利用方法について
周知啓発を行う。
・利用者の希望や利用世帯数
などを確認しながら、状況に
合った種類のカラスネットを
配布していく。

50 50

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)

達成状況評価 評価割合(100) ・カラスネットをしっかり被せない
（ごみがはみ出る、ネットに隙間がで
きる）、しっかり重しを置かない等と
いったことが要因だと考えられるが、
ネットを掛けても、ごみ置場がカラス
に荒らされてしまうといった相談が寄
せられる。

事業内容評価

・計画値と実績値に乖離が生じている
が、引き続きごみ減量化策等について
広報媒体を活用して積極的に啓発す
る。
・計画目標の達成に向け、地域環境推
進員等と協働し、一般廃棄物処理基本
計画に基づく各種施策の有効策を検討
し、引き続き推進を図る。

・本計画に基づき、ごみ減量
化施策を実施する。
①1人1日当たりのごみ総排出
量目標値以下
②目標値の資源化率以上
③目標値の埋立率以下
※一般廃棄物処理基本計画を
令和3年度に改訂する。

75 25

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)
コロナの影響あり

達成状況評価 評価割合(100) ・新型コロナウイルスの感染拡大に伴
う町民等のライフスタイル（町内滞在
時間の増加など）の変化により、原単
位（1人1日あたりのごみ排出量）にお
ける計画値と実績値に乖離が生じてい
る。
・町民及び事業者へ、ごみ減量化等の
さらなる意識醸成を図る必要がある。

事業内容評価

・近年流通している消滅型生ごみ処理
機キエーロを効果的かつ効率的に周知
していき、ホームページで配信してい
るPR動画の周知、啓発チラシを作成す
る等して、新規購入者獲得を目指す。

・通年で生ごみ処理機（非電
動型）の購入補助を行う。
・庁舎入口付近へのキエーロ
の展示を継続するとともに、
より効果的かつ効率的な啓発
方法を検討する。
・ふれあい農園事業との事業
間連携をする。

50 50

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)

達成状況評価 評価割合(100) ・令和３年度から、電動型生ごみ処理
機の購入補助が終了するため、補助件
数の減少が懸念される。
・キエーロの普及を促進するため、効
果的な啓発方法を検討する必要があ
る。

事業内容評価
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R02事業実績 数値指標№ 基本
施策

取組み
事業等

事業内容 担当課 R02事業計画

・エコフェスタにのみややふるさとま
つりなどの町内イベントが新型コロナ
ウイルスの感染拡大に伴い中止となっ
たため、未実施となった。

・ごみのポイ捨てを防止するための
啓発回数

36

2-4 不
法投棄
防止の
推進

②ごみ
のポイ
捨て防
止事業

ごみの持ち帰りマナー向上
やポイ捨てを防止するた
め、イベント等を通じて、
タバコやペットボトル等の
ポイ捨て防止に関する普及
啓発を行う。

都市部
生活環
境課

・エコフェスタにのみや及びふる
さとまつりが新型コロナウイルス
感染拡大防止により中止となった
ため、今後の状況を鑑みながら
ホームページや広報紙等で啓発を
行う。

・不法投棄パトロール、廃棄物不法投
棄監視指導一斉取締りの実施により目
標を達成した。
※令和２年度：不法投棄防止パトロー
ル（51回）＋廃棄物不法投棄監視指導
一斉取締り（1回）
・投棄物撤去と啓発看板設置により、
不法投棄防止を図った。
・葛川をきれいにする会と連携し、河
川清掃ごみを回収した。

・不法投棄パトロール実施回数

35

2-4 不
法投棄
防止の
推進

①不法
投棄防
止事業

計画的な大量ごみの山間投
棄等、犯罪性の高い不法投
棄を未然に防ぐため、県、
警察、ボランティア団体と
連携し、不法投棄監視及び
不法投棄物の撤去を行う。

都市部
生活環
境課

・不法投棄パトロールを通年で週1
回実施する。
・不法投棄物の撤去により、更な
る不法投棄の誘発を防ぐ。
・葛川をきれいにする会と連携
し、河川の保全に努める。

・ごみの適正な処理・処分についての
学習を小学校４年生の社会の単元で、
各校10回程度行った。
・令和２年度は、新型コロナウイルス
の感染拡大により、令和元年度と比較
し８割程度の授業数となったため、事
業達成率を80％とした。

・実施予定回数に対する環境教育実
施回数割合

34

2-3 ご
みの適
正な処
理・処
分の推
進

⑤ごみ
の処理･
処分に
関する
教育

ごみの適正な処理・処分へ
の関心を高めるため、ごみ
の出し方や処理についての
教育を学校等の学びの場で
行う。

教育委
員会
教育総
務課

・ごみの適正な処理・処分への関
心を高めるため、ごみの出し方や
処理についての教育を学校や学習
の場で行う。

以下の測定を行った結果、いずれも環
境基準値内となり、問題はなかった。
・水質測定(放流水1ヶ所46項目、地下
水3ヶ所45項目、原水2ヶ所56項目)
・臭気指数測定(敷地境界１ヶ所１項目)
・ダイオキシン類測定(放流水１ヶ所１
項目、地下水3ヶ所1項目、原水2ヶ所1
項目)
・測定結果をホームページで公表し
た。

・最終処分場の水質、臭気、ダイオ
キシン類測定における基準値適合項
目割合

33

2-3 ご
みの適
正な処
理・処
分の推
進

④最終
処分場
施設運
営事業

周辺の生活環境への影響を
防ぎ、環境汚染の未然防止
に努めるため、埋立てを終
了した最終処分場の適正な
維持管理を行う。

都市部
生活環
境課

・最終処分場の水質、臭気、ダイ
オキシン類測定を実施する。
・測定結果をホームページで公表
する。
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対応 R03事業計画評価 課題

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
100% 100% 100% 100%

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
100% 100%

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
100% 100%

100% 100%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

75% 25%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

100% 100% 100% A

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
100% 100% 100% 100%

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
100% 80%

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
80% 100%

100% 80%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

40% 50%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

100% 100% 90% ー

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
52回 52回 52回 52回

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
54回 52回

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
100% 100%

100% 100%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

50% 50%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

100% 100% 100% A

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
5回 5回 5回 5回

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
5回 2回

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
40% 100%

100% 40%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

20% 50%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

100% 100% 70% ー

・ポイ捨てに対する罪の意識を高めら
れるよう、ガールスカウトとの連携に
より子どもたちと協同して啓発活動を
実施する。

・エコフェスタにのみや、ふ
るさとまつり、湘南海岸５３
０キャンペーン、大型店舗前
で子どもたちと協同で実施し
ている街頭美化キャンペーン
などの町内イベントにて啓発
を行う。

50 50

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)
コロナの影響あり

達成状況評価 評価割合(100) ・ポイ捨ては、山間部への大量投棄等
と比較して軽微な印象があるためか、
罪の意識が軽い傾向にあり、至る所で
行われるため、不法投棄箇所を特定し
て啓発を行うことが困難である。

事業内容評価

・不法投棄防止パトロール時に、町内
を巡回監視することにより、不法投棄
の抑止、未然防止を図るとともに、不
法投棄物の早期発見、早期回収によ
り、更なる不法投棄の誘発を防ぐ。

・不法投棄パトロールを通年
で週1回実施する。
・不法投棄パトロールの実施
により、町内を巡回監視し、
不法投棄の抑止を図る。
・葛川をきれいにする会が清
掃した河川ごみを回収する。

50 50

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)

達成状況評価 評価割合(100) ・不法投棄防止パトロール時におけ
る、不法投棄物の回収量は年々減少傾
向にあるものの、ごみ置場にごみが放
置されたままになっている等の相談
が、依然として多く寄せられている。

事業内容評価

・「社会科教科書」を教材とした教育
を行うとともに、日常生活に繋がる身
近な環境教育を取り入れていく。

・ごみの適正な処理、処分へ
の関心を高めるため、ごみの
出し方や処理についての教育
を学校や学習の場で行う。50 50

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)
コロナの影響あり

達成状況評価 評価割合(100) ・「社会科教科書」を教材とした教育
を主としており、日常生活に繋がる身
近な環境教育が求められる。

事業内容評価

・公共施設等総合管理計画に基づき、
公共施設「個別施設計画」を策定し、
長期的な維持管理をするとともに、今
後の方向性も検討していく。

・最終処分場の水質、臭気、
ダイオキシン類測定を実施す
る。
・測定結果をホームページで
公表する。
・修繕、工事等の必要な場所
の整備等を実施する。

75 25

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)

達成状況評価 評価割合(100) ・今後適切な維持管理を長期にわたっ
て継続していくため、日常点検、委
託、修繕、工事等を計画的に行うこと
が必要である。

事業内容評価

- 29 -



R02事業実績 数値指標№ 基本
施策

取組み
事業等

事業内容 担当課 R02事業計画

・町内の全小中学校に冬休みの課題と
して「マイエコ１０宣言」を配布、回
収し、分析を行い、児童、生徒、学校
へフィードバックを行った。
・ホームページを刷新したことで、啓
発の場を増やした。

・啓発回数

40

3-1 省
資源・
省エネ
ルギー
活動の
促進
、　3-2
自然エ
ネル
ギーの
活用

②ムダ
な電力
消費等
の節約
啓発

節電を促進するため、さま
ざまな広報媒体や子ども向
けチラシの学校での配布を
通じて、節電に関する普及
啓発を行う。

都市部
生活環
境課

・広報紙やホームページでの周
知、町内イベント等で節電につい
ての啓発活動を行う。また、町内
小中学生を対象に夏冬休み期間中
の課題を通して環境教育を実施す
る。

・新型コロナウイルスの感染拡大に伴
い各種イベントが中止となったが、環
境関連のホームページ刷新をはじめ、
広報紙やFacebookなどを積極的に活用
するとともに、マイエコ10宣言につい
ては町内全小中学校で実施した。
・町内の中学校で実施したマイエコ10
宣言は、16項目中、平均9.8項目実施で
きている、または実施できそうである
と回答が得られた。

・地球温暖化防止に向けた啓発回数
↓
※低炭素社会の形成に係る唯一の重
点プランの指標が「啓発回数」で
は、基本目標の達成状況を判断しに
くいため、ふるさとまつりで実施し
ている「マイエコ10宣言」の回収時
に「トライする項目」の他、「実効
している項目」を教えてもらい、
「温暖化防止行動の実行率」に指標
を変更。(マイエコ１０宣言で、10
個以上選択した人の中で、５個以上
実践している人の割合)

39

3-1 省
資源・
省エネ
ルギー
活動の
促進
、　3-2
自然エ
ネル
ギーの
活用

①地球
温暖化
防止運
動の推
進

温室効果ガスの排出抑制を
推進するため、環境活動団
体等との連携・協力による
イベントやさまざまな広報
媒体を通じて、エコドライ
ブキャンペーンや再生可能
エネルギー等に関する情報
提供並びに普及啓発を行
う。

都市部
生活環
境課

・エコフェスタにのみや及びふる
さとまつりが新型コロナウイルス
感染拡大防止により中止となった
ため、今後の状況を鑑みながら
ホームページや広報紙等で啓発を
行う。

・学校給食センターに設置してある大
型生ごみ処理機の維持管理やできた肥
料を、学校施設（学校花壇）で活用し
た。
・ふれあい農園利用者に生ごみ処理機
購入費補助制度について周知した。

・大型生ごみ処理機の設置基数

38

2-5 地
産地消
の促進

②地元
産品の
循環型
活用の
促進

地産地消を促進するため、
地元産品を消費して出た生
ごみの堆肥化と、その堆肥
の家庭菜園やふれあい農園
等での活用を推進する。

都市部
生活環
境課

・給食センターに設置している大
型生ごみ処理機の活用事例のPRに
よりリサイクルチェーンの形成に
活かす。

・指標とするふるさとまつりは中止と
なり、朝市も新型コロナウイルスの感
染拡大に伴い中止とした月もあった
が、開催された朝市においては活発な
販売が行われた。

・湘南にのみやふるさとまつりの来
場者数

37

2-5 地
産地消
の促進

①地元
産品の
消費促
進

地産地消を促進するため、
朝市やイベントを通じて、
地元で採れた農産物や海産
物の購入を促進する。

都市部
産業振
興課

・ふるさとまつりは、新型コロナ
ウイルス感染拡大防止により中止
となったが、朝市等のイベントを
通じて引き続き、購入の促進を図
る。
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対応 R03事業計画評価 課題

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
10,000人 10,000人 10,000人 10,000人

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
9,000人 0人

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
0% 100%

90% 0%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

0% 50%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

100% 100% 50% ー

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
1基 1基 1基 1基

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
1基 1基

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
100% 40%

100% 100%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

25% 30%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

20% 40% 55% C

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
100% 100% 100% 100%

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
66% 0%

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
0% 100%

66% 0%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

0% 75%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

100% 100% 75% ー

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
3回 3回 3回 3回

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
4回 12回

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
100% 100%

100% 100%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

50% 50%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

100% 100% 100% A

・配布した課題にホームページに誘導
するQRコードを配置し、ホームページ
などを見てもらえるような内容の紙面
構成とする。

・学校に夏休み、冬休みの宿
題を配布し、啓発を行う。
・グリーンカーテンの設置や
クールアースデー、省エネル
ギー月間など、年間を通し
て、広報紙やホームページ等
により啓発を行う。

50 50

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)

達成状況評価 評価割合(100) ・紙のやりとりだけでなく、新型コロ
ナウイルスの感染拡大に伴う問題や教
育カリキュラムなど、今後どのように
学校教育と連携していくかが課題であ
る。

事業内容評価

・イベントによる啓発はできないもの
の、今後の社会を見通し、ホームペー
ジの刷新やFacebookへの積極的な投稿
などを実施する。

・新型コロナウイルスの感染
拡大状況を鑑みてイベントを
実施するとともに、ホーム
ページや広報紙等における啓
発を行いながら、ターゲット
を絞った啓発も実施すること
で効率的かつ効果的な啓発を
行う。
・町内小中学校向けにマイエ
コ10宣言を実施し、結果を
フィードバックしていく。

25 75

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)
コロナの影響あり

達成状況評価 評価割合(100) ・新型コロナウイルスの感染拡大に伴
い、ふるさとまつりなどの集客を見込
めるイベントなどの開催目途が立た
ず、フェイストゥフェイスの啓発活動
が困難な状況にある。

事業内容評価

・大型生ごみ処理機等からできた肥料
を団体、利用者に継続的に無料配布で
きるよう給食センター設置の大型生ご
み処理機の維持管理を行う。
・ふれあい農園利用者に生ごみ処理機
購入補助制度について周知する。

・給食センターに設置してい
る大型生ごみ処理機の活用事
例のPRによりリサイクル
チェーンの形成に活かす。25 75

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)

達成状況評価 評価割合(100) ・地元産品の消費の促進により町内で
の循環につながる取組みになっている
か、事業間、地域間連携を図り、生ご
みリサイクルチェーンの形成に取り組
んでいるか検討が必要である。

事業内容評価

・新型コロナウイルスの感染拡大状況
に左右されるイベントに頼らない地産
地消の促進を検討する。

・現時点で未確定であるふる
さとまつりの開催状況に応
じ、新型コロナウイルスの感
染拡大防止に配慮しながら購
入促進を図る。

50 50

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)
コロナの影響あり

達成状況評価 評価割合(100) ・新型コロナウイルスの感染拡大状況
に左右されるイベントに頼らない地産
地消の促進を検討する必要がある。

事業内容評価
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R02事業実績 数値指標№ 基本
施策

取組み
事業等

事業内容 担当課 R02事業計画

・新型コロナウイルスの感染拡大防止
のため、出前講座や子ども環境教室は
実施できなかったが、幼児教育にも着
眼し、町立百合が丘保育園において、
試験的な環境教育を実施した。
・小中学校と連携し、夏休み、冬休み
の課題を実施した。

・環境教育の実施回数

44

3-1 省
資源・
省エネ
ルギー
活動の
促進
、　3-2
自然エ
ネル
ギーの
活用

⑥地球
温暖化
防止に
関する
教育

地球温暖化防止への関心を
高めるため、温暖化対策に
ついての教育を学校等と連
携し、学びの場で行う。

都市部
生活環
境課

・町内小中学生の対象レベルに合
わせ、興味を持って環境活動が実
践されるような啓発を行う。

・新型コロナウイルスの感染拡大によ
り、自転車駐輪台数は減って66,200台
（北口：32,999台、南口：29,561台、
臨時：3,640台)、バイク駐車台数は
11,534台であった。
・昨年度課題の看板老朽化対策で新規
看板を設置し、利便性が向上した。

・自転車駐車場利用延べ台数（自転
車及び原付バイク）

43

3-1 省
資源・
省エネ
ルギー
活動の
促進
、　3-2
自然エ
ネル
ギーの
活用

⑤駅前
駐輪場
の運営
（利用
者の利
便性向
上）

環境負荷の少ない交通手段
（自転車）の利用を促進す
るため、駅周辺に整備した
自転車駐輪場を利用者の利
便性に配慮して運営する。

政策総
務部
防災安
全課

・利用しやすい自転車駐車場の適
正な維持管理とサービス向上によ
り、利用者を維持し、環境負荷の
少ない自転車利用の促進を図る。

・コミュニティバスの運行状況は、日
数243日、乗車数15,883人、１日平均
乗車人数65人であった。

・にの❤バス利用によるCO₂削減量

42

3-1 省
資源・
省エネ
ルギー
活動の
促進
、　3-2
自然エ
ネル
ギーの
活用

④環境
負荷の
少ない
交通の
利用促
進

環境負荷の少ない交通手段
(公共交通)の利用を促進す
るため、｢にの❤バス｣等
を通じて、啓発を行うとと
もに、バス停毎の乗降実績
等を基に｢にの❤バス｣の
見直しを検討する。

政策総
務部
企画政
策課
・　都
市部
都市整
備課

・広報、ホームページによる啓発
をし、利用促進を図る。
・コミュニティバスの乗降データ
実績、アンケート調査の分析等を
踏まえ、今後に向けて地域と協議
する。
・対象別のモビリティ・マネジメ
ントによる利用促進を図る。

・入札の結果、現在使用している６台
のエコカーを再リースし、継続して使
用した。さらに、新規リースでプラグ
インハイブリッド車を１台導入した。
また、職員向けにエコドライブの啓発
を実施した。

・低燃費車や電気自動車等のエコ
カー導入台数

41

3-1 省
資源・
省エネ
ルギー
活動の
促進
、　3-2
自然エ
ネル
ギーの
活用

③エコ
カーの
導入
（電気
自動車
等導入
検討）
事業

職員の公用車利用による環
境への負荷を軽減するた
め、「二宮町地球温暖化対
策実行計画(事務事業編)」
に基づき、公用車の買替え
等の際は、低燃費車や電気
自動車等のエコカーを導入
する。

政策総
務部
財務課

・5台の更新車両全てにエコカーを
導入する。
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対応 R03事業計画評価 課題

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
4台 5台 5台 14台

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
4台 7台

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
100% 100%

100% 100%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

75% 25%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

100% 100% 100% A

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
15,512g 15,512g 15,512g 15,512g

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
11,816g 9,632g

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
62% 60%

76% 62%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

31% 30%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

80% 60% 61% ー

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
92,000台 92,000台 92,000台 92,000台

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
79,080台 66,200台

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
72% 100%

86% 72%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

36% 50%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

100% 100% 86% ー

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
2回 2回 2回 2回

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
2回 1回

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
50% 100%

100% 50%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

25% 50%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

100% 100% 75% ー

・子どもたちの興味をひき、楽しんで
学べるよう、対象年齢などを意識しな
がら、イベントや広報紙等を活用した
環境教育の場を設定する。

・環境教育につながる場を多
数用意し、参加者にはオリジ
ナル缶バッジを配布する。
・幼少期から興味をもって環
境を学べるきっかけとなるよ
う、町PRキャラクターを用い
て四コマ漫画を作成し、広報
紙への掲載等を実施してい
く。

50 50

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)
コロナの影響あり

達成状況評価 評価割合(100) ・環境に対する意識は、幼少期からの
教育が大切なので、対象年齢に応じて
啓発活動を実施していく必要がある。

事業内容評価

・今年度に引き続き、機材、施設の修
繕を行うとともに、機材撤去により平
置き場スペースを増設することで、機
材に入らない自転車の駐車スペースを
確保し、利便性の向上を図る。

・利用しやすい自転車駐車場
に向けて、適正な維持管理と
サービス向上を図ることで、
利用者を維持し、環境負荷の
少ない自転車利用の促進に努
める。

50 50

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)
コロナの影響あり

達成状況評価 評価割合(100) ・施設の老朽化によって駐輪機材の故
障が発生していることに加え、電動や
子ども用座席付き等の近年販売されて
いる自転車の一部では、駐輪機材に入
らないこと等により、設置場所が不足
し、利便性の低下が見込まれる。

事業内容評価

・コミュニティバスは、各バス停や地
区の利用状況を踏まえた利便性向上の
ためのルート改編を令和４年度を目指
して検討する。
・利用啓発は感染症の流行状況を見極
めながら実施する。

・コミュニティバスの新規
ルートおよび既存ルートの統
廃合を含めたルート改編につ
いて検討する。
・子どもおよび高齢者に対す
るバスの乗り方教室を実施す
る。

50 50

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)
コロナの影響あり

達成状況評価 評価割合(100) ・新型コロナウイルスの感染拡大に伴
い、利用実績が著しく悪化したこと
と、人を集める啓発活動(地区説明会
等)が実施できないことが課題であ
る。

事業内容評価

・新車のエコカー調達が困難な場合
は、短期の再リースを行う等の対応を
検討する。

・３台の更新車両全てにエコ
カーを導入する。

75 25

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)

達成状況評価 評価割合(100) ・導入にあたり、新型コロナウイルス
の感染拡大に伴う自動車の生産量低下
の可能性があり、今後のエコカー導入
に影響が及ぶ可能性がある。
・軽バン、軽トラなどは、クリーンエ
ネルギー自動車への移行が難しい。

事業内容評価
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R02事業実績 数値指標№ 基本
施策

取組み
事業等

事業内容 担当課 R02事業計画

・業者での側溝清掃(4件)、町作業員に
よる側溝清掃やグレーチング上部の清
掃等(55件)を実施した。

・町民等と連携した側溝や集水桝の
補修・清掃件数

48

3-4　環
境保全
による
安全な
まちづ
くり

①側溝
や集水
桝の補
修・清
掃（冠
水防
止）

集中豪雨時の冠水防止対策
により環境を保全するた
め、町民等と連携、側溝や
集水枡の補修・清掃を行
う。

都市部
生活環
境課
都市部
都市整
備課

・堆積の著しい道路側溝は清掃を
実施する。また道路冠水の原因の
一因であるグレーチングの詰まり
は、町作業員にて上部清掃を適宜
実施し、道路冠水を防止する。

・６月の花いっぱい運動は新型コロナ
ウイルスの感染拡大に伴い中止した。
・11月12日に実施した植栽箇所数は25
箇所（令和元年度より1箇所減）で、
　パンジー(1,126株)、ビオラ(1,126株)
を植えた。

・設置予定箇所に対する花の植栽割
合

47

3-3　緑
化や雨
水利用
などに
よる環
境の安
全

③花
いっぱ
い運動
の推進

町内の緑化及び町民の緑化
意識の高揚を図るため、町
内の公共施設等で花壇やプ
ランター等への花の植栽を
行う。

都市部
都市整
備課

・6、11月に花苗を各所に配布し、
老人会等地域ボランティアによる
植栽を実施する。

・令和2年度の開発申請件数は4件であ
り、すべての案件について「二宮町の
開発事業における手続及び基準等に関
する条例」に基づき、緑化の指導を
行った。

・開発協議件数に対する指導件数割
合

46

3-3　緑
化や雨
水利用
などに
よる環
境の安
全

②開発
行為等
におけ
る緑化
指導
（要
綱、指
導、条
例）

緑地面積を確保するため、
「二宮町の開発事業におけ
る手続及び基準等に関する
条例」及び「二宮町緑の保
全及び緑化の推進に関する
要綱」に基づき、開発行為
完了後の緑化推進を指導す
る。

都市部
都市整
備課

・「二宮町の開発事業における手
続及び基準等に関する条例」に基
づき、開発事業事前協議書の提出
者に対して緑化の指導を行う。

・例年どおり町役場庁舎2階入口の2箇
所の花壇にグリーンカーテンを設置し
たが、より目にしてもらえるようアー
チ状にグリーンカーテンを設置した。
・また、ホームページ上に生育状況を
掲載するとともに、地産地消を目的に
「ともしびショップなのはな」におい
て、収穫したゴーヤの食材利用をして
もらった。

・緑のカーテン設置箇所数

45

3-3　緑
化や雨
水利用
などに
よる環
境の安
全

①建築
物の緑
化の推
進

建物の温度上昇を抑制する
ため、公共施設などの建物
に植物（グリーンカーテ
ン）を設置するとともに、
イベントやさまざまな広報
媒体を通じて、町民への普
及促進を図る。

都市部
生活環
境課

・町役場庁舎2階入口の2箇所の花
壇に複数の樹種によるグリーン
カーテンを設置するとともに、
ホームページに生育状況を掲載す
る。

- 34 -



対応 R03事業計画評価 課題

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
2箇所 2箇所 2箇所 2箇所

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
2箇所 2箇所

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
100% 100%

100% 100%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

50% 50%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

100% 100% 100% A

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
100% 100% 100% 100%

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
100% 100%

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
100% 100%

100% 100%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

75% 25%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

40% 100% 100% A

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
100% 100% 100% 100%

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
100% 50%

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
50% 100%

100% 50%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

38% 25%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

100% 100% 63% ー

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
50件 50件 50件 50件

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
43件 59件

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
100% 80%

86% 100%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

25% 60%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

100% 80% 85% B

・これまでの対応経過、地区要望など
の状況や、担当職員の巡回などによ
り、堆積状況を把握し、適宜対応して
いく。

・堆積の著しい道路側溝を重
点的に清掃しながら、道路冠
水の原因の一因であるグレー
チングの詰まりについては、
町作業員にて上部清掃を適宜
実施し、道路冠水を防止す
る。

25 75

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)

達成状況評価 評価割合(100) ・町内全ての道路側溝を一斉に清掃す
ることは困難であるため、これまでの
対応経過や地区要望などの状況によ
り、施工箇所を検討する必要がある。

事業内容評価

・ゆめクラブ等の会議で、意見交換等
を行い、継続できる方法等について検
討する。

・6、11月に花苗を各所に配
布し、老人会等地域ボラン
ティアによる植栽を実施す
る。75 25

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)
コロナの影響あり

達成状況評価 評価割合(100) ・ゆめクラブや公園愛護会にご協力い
ただいているが、高齢化等により作業
の実施が困難な地区、団体も発生して
いる。

事業内容評価

・公園緑地班と連携を図り、緑地の維
持管理について広報紙等により意識向
上を図る。

・「二宮町の開発事業におけ
る手続及び基準等に関する条
例」に基づき、開発事業事前
協議書の提出者に対して緑化
の指導を行う。

75 25

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)

達成状況評価 評価割合(100) ・緑化に関しては、開発協議の際に指
導を行ない、完了時確認を行っている
が、その後の維持管理は居住者となる
ため、緑化の維持管理について懸念さ
れる。

事業内容評価

・引き続き、趣向をこらしながらホー
ムページや広報紙を活用して、役場に
来庁されない方へも積極的な周知を図
る。

・町役場庁舎2階入口の2箇所
の花壇にグリーンカーテンを
設置し、昨年同様グリーン
カーテンのアーチを作り、啓
発を行う。
・より目にしてもらえるよ
う、七夕の季節に合わせて地
球温暖化防止にかかわる短冊
をグリーンカーテンに飾る。

50 50

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)

達成状況評価 評価割合(100) ・より多くの方にグリーンカーテンの
存在や意義などを周知していく必要が
ある。

事業内容評価
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R02事業実績 数値指標№ 基本
施策

取組み
事業等

事業内容 担当課 R02事業計画

・騒音測定、河川水質測定を実施し、
道路交通の騒音状況や河川の水質状況
を把握した。
・測定結果をホームページで公表し、
町民へ周知した。
・騒音測定については、全８検体（４
地点×（昼間・夜間））全ての測定地
点において、環境基準値を満たした。

・騒音測定地点数に対する測定値が
基準値内の地点数割合
・河川水質測定値点数に対する測定
値が基準値内の地点数割合

52

3-5　快
適な生
活環境
の向上

②公害
防止対
策事業

公害の防止により快適な生
活環境の向上を図るため、
県、事業者等と連携し、町
内各所で道路騒音や河川水
質(健康項目)を測定すると
ともに、ホームページを通
じて、測定結果を情報提供
する。

都市部
生活環
境課

・騒音測定を実施する。
・河川水質測定を実施する。
・測定結果をホームページで公表
する。

・地域美化清掃活動に対し、ごみ袋の
配布、ごみの回収、傷害保険などの手
続きを行った。
・令和2年度においては、新型コロナウ
イルスの感染拡大防止のため、地域環
境推進員に、清掃活動を自粛するよう
呼びかけたため、件数、参加人数とも
に減少した。

・地域美化清掃の件数
・地域美化清掃の参加人数

51

3-5　快
適な生
活環境
の向上

①地域
美化活
動の推
進

地域美化活動の推進により
快適な生活環境の向上を図
るため、ごみ袋の配布、保
険の加入等美化活動を行う
個人・団体への支援を行
う。

都市部
生活環
境課

・地域美化清掃活動に対し、ごみ
袋の配布、ごみの回収、傷害保険
などの手続きの支援を行う。
・地域美化清掃協議書を提出して
もらい、ごみ袋の配布枚数、ごみ
の処理方法について申請者と協議
する。

・二宮町狭あい道路等拡幅整備要綱に
基づき申請された案件の内、土地の所
有権移転登記まで終了した箇所の工事
を実施した。
・令和2年度工事件数は6件、舗装工事
等を実施した。

・二宮町狭あい道路等拡幅整備要綱
に基づく申請に対しての工事実施率

50

3-4　環
境保全
による
安全な
まちづ
くり

③狭あ
い道路
等拡幅
整備事
業

町民の日常生活の利便増進
及び災害時における安全を
図るため、建築基準法第42
条第2項等に基づく道路に
対し、二宮町狭あい道路等
拡幅整備要綱により、道路
を整備する。

都市部
都市整
備課

・二宮町狭あい道路等拡幅整備要
綱に基づき申請された案件の内、
土地の所有権移転登記まで終了し
た箇所の工事を実施する。

・令和2年度の開発申請件数は4件であ
り、すべての案件について「二宮町の
開発事業における手続及び基準等に関
する条例」に基づき、排水の指導を
行った。

・開発協議件数に対する指導件数割
合

49

3-4　環
境保全
による
安全な
まちづ
くり

②雨水
浸透施
設設置
の指導

町内の自然環境の保全のた
め、「二宮町の開発事業に
おける手続及び基準等に関
する条例」に基づき、雨水
浸透施設（屋根等に降った
雨水を宅地内に浸透させる
施設）の設置を指導する。

都市部
都市整
備課

・「二宮町の開発事業における手
続及び基準等に関する条例」に基
づき、開発事業事前協議書の提出
者に対して排水の指導を行う。
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対応 R03事業計画評価 課題

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
100% 100% 100% 100%

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
100% 100%

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
100% 100%

100% 100%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

75% 25%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

40% 100% 100% A

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
100% 100% 100% 100%

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
100% 100%

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
100% 100%

100% 100%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

75% 25%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

100% 100% 100% A

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
60件 60件 60件 60件

6,900人 6,900人 6,900人 6,900人

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
53件 43件

6,309人 3,285人

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
60% 80%

90% 60%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

30% 40%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

80% 80% 70% ー

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
100% 100% 100% 100%
100% 100% 100% 100%

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
75% 100%
92% 96%

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
98% 60%

84% 98%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

74% 15%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

60% 60% 89% B

・道路交通騒音測定、河川水質測定を
継続的に実施し、測定結果を注視して
いくとともに、測定値が環境基準値を
超過してしまった場合は、各関係機関
と連携を図り、改善に向けた協議を行
う。

・騒音測定を実施する。
・河川水質測定を実施する。
・測定結果をホームページで
公表する。75 25

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)

達成状況評価 評価割合(100) ・今年度の道路騒音測定では、全ての
地点において、測定値が環境基準値を
下回る結果となったが、例年、交通量
が多い路線では、環境基準値を超過し
てしまう地点が出てくる。

事業内容評価

・地域美化清掃協議書の提出時に出来
る限り、草葉を枯らして水分量を減ら
してから出してもらうようにしたり、
堆肥化してもらえるようお願いする。

・地域美化清掃活動に対し、
ごみ袋の配布、ごみの回収、
傷害保険などの手続きの支援
を行う。50 50

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)
コロナの影響あり

達成状況評価 評価割合(100) ・地域美化清掃の規模が大きくなった
り、回数が増えるほど、草葉の回収量
も増えてしまうため、出来る限り枯ら
してから出してもらう等の工夫が必要
である。
・新型コロナウイルスの感染拡大に伴
い、地域美化清掃の実施回数の減少、
実施規模の縮小が見込まれる。

事業内容評価

・原則は当該年度で実施していくが、
事業内容によっては２箇年度で計画
し、提出された申請を適切に処理す
る。

・二宮町狭あい道路等拡幅整
備要綱に基づき申請された案
件の内、土地の所有権移転登
記まで終了した箇所の工事を
実施する。

75 25

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)

達成状況評価 評価割合(100) ・建築確認申請に伴う受動的な事業で
あるため、事業の進捗は年度ごとにバ
ラつきが生じる。

事業内容評価

・宅地内浸透処理のほか、側溝等の設
置により開発地内での雨水流出抑制を
指導していくとともに、想定外の降雨
に対し、新たな手法や冠水対策を検討
していく。

・「二宮町の開発事業におけ
る手続及び基準等に関する条
例」に基づき、開発事業事前
協議書の提出者に対して排水
の指導を行う。

75 25

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)

達成状況評価 評価割合(100) ・雨水の排水について宅地内浸透処理
の指導を行っているが、集中豪雨や台
風では全て処理されず、道路への流出
が懸念される。

事業内容評価
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R02事業実績 数値指標№ 基本
施策

取組み
事業等

事業内容 担当課 R02事業計画

・廃棄物処理法及び県条例に違反して
屋外燃焼行為を行っている違反者に指
導をおこない燃焼行為を中止させた。
・廃棄物処理法及び県条例による屋外
燃焼行為の禁止に関する周知啓発を広
報紙及び町ホームページで行った。

・苦情件数に対する焼却行為の中止
件数割合

53

3-5　快
適な生
活環境
の向上

③屋外
燃焼行
為によ
る被害
の防止

屋外燃焼行為による被害の
防止により快適な生活環境
の向上を図るため、「廃棄
物の処理及び清掃に関する
法律」及び「神奈川県生活
環境の保全等に関する条
例」に基づき、違反者に対
し燃焼行為の中止を指導す
る。

都市部
生活環
境課

・廃棄物処理法及び県条例に違反
して屋外燃焼行為を行っている違
反者に指導をおこない燃焼行為を
中止させる。
・廃棄物処理法及び県条例による
屋外燃焼行為の禁止に関するPRを
行う。

- 38 -



対応 R03事業計画評価 課題

R01

目標値
R02

目標値
R03

目標値
R04

目標値
達成状況

評価
事業内容

評価
100人 100人 100人 100人

R01

実績値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値 × ×
100人 100人

R01

事業達成率
R02

事業達成率
R03

事業達成率
R04

事業達成率
100% 60%

100% 100%
達成状況
評価(A)

事業内容
評価(B)

50% 30%

R01

事業内容評価
R02

事業内容評価
R03

事業内容評価
R04

事業内容評価

60% 60% 80% B

・屋外燃焼行為は法令違反となってい
るため、原因者に屋外燃焼行為を中止
させ再度行わないよう指導を行い、再
発防止に努める。
・広報紙等で屋外燃焼行為の禁止に関
する周知啓発を行う。

・廃棄物処理法及び県条例に
違反して屋外燃焼行為を行っ
ている違反者に指導をおこな
い、燃焼行為を中止させる。
・廃棄物処理法及び県条例に
よる屋外燃焼行為の禁止に関
する周知啓発を広報紙等で行
う。

50 50

事業
達成率

事業内容
達成率

総合評価(A)＋(B)

達成状況評価 評価割合(100) ・例年、公害苦情件数の中でも、屋外
燃焼行為に関する苦情件数の占める割
合が大きくなっている。
・苦情が入っても、既に屋外燃焼行為
が終わってしまった後等、場所が特定
できないことがある。

事業内容評価
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